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一
　
女
房
歌
合
せ

数
あ
る
歌
合
せ
の
う
ち
に
、
時
々
、
左
の
一
の
座
其
他
に
、
女
房
と
ば
か
り

名
告
つ
た 

読  
人 

ヨ
ミ
ビ
ト

が
据
ゑ
ら
れ
て
ゐ
る
。
禁
裡
・
仙
洞
な
ど
で
催
さ
れ
た
も

の
な
ら
、
匿
名
の
主
は
、
代
々
の
尊
貴
に
わ
た
ら
せ
ら
れ
る
事
は
言
ふ
ま
で

も
な
い
。
公
家
・
長
上
の
家
で
興
行
せ
ら
れ
た
番
つ
が
ひの
巻
物
な
ら
、
其
処
の
亭

主
の
君
の
作
物
な
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
は
、
後
鳥
羽
院
に
は

じ
ま
つ
た
事
で
は
な
か
つ
た
。
か
う
し
た
朗
ら
か
な
戯
れ
も
、
此
発
想
競
技

と
、
女
房
と
の
間
に
絡
ん
だ
幾
代
の
歴
史
を
踏
ま
へ
て
、
極
め
て
自
然
に
現

れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
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私
は
、
此
文
の
書
き
出
し
に
、
都
合
の
よ
い
機
会
ツ
イ
デ
に
行
き
あ
う
た
様
だ
。
文

学
史
に
向
け
て
持
つ
て
来
た
、
私
の
研
究
の
立
ち
ど
の
、
知
つ
て
置
い
て
い

た
ゞ
け
さ
う
な
よ
い
事
情
に
な
つ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
あ
る
様
式
や
、

考
へ
方
は
、
幾
度
幾
様
と
も
知
れ
ぬ
固
定
や
、
其
か
ら
救
ひ
出
し
た
合
理
化

の
力
を
受
け
て
来
た
の
だ
。
宮
廷
は
勿
論
、
上
流
公
家
の
家
庭
生
活
の
要
件

と
し
て
、
曾かつ
て
は
生
き
て
ゐ
た
儀
礼
が
、
固
定
を
重
ね
つ
ゝ
伝
承
せ
ら
れ
て

来
た
。
女
房
と
歌
合
せ
と
の
関
係
も
、
そ
こ
に
あ
る
の
だ
。

大
き
な
氏
族
或
は
邑
落
で
は
、
主
長
の
希
望
や
命
令
を
述
べ
た
口
頭
文
章
が
、

公
式
に
は
、
段
々
複
雑
な
手
順
を
経
て
伝
達
せ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
が
、

非
公
式
に
出
る
も
の
は
、
家
あ
る
じ
の
側
に
侍
る
高
級
官
女
　
　
巫
女
の
資

格
を
以
て
奉
仕
し
た
　
　
に
口
授
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
其
文
句
の
受
け
て
に
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其
ま
ゝ
伝
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
宮
廷
の 

内 

侍 

宣 

ナ
イ
シ
セ
ン

な
ど
云
ふ
勅
書
は
、

此
し
き
た
り
か
ら
生
れ
た
の
だ
。
「
上
の
女
房
」
と
言
は
れ
た
も
の
は
、
言

ふ
ま
で
も
な
く
、
宮
廷
の
官
女
は
す
べ
て
、
前
期
王
朝
に
は
、
神
の
摂
政
た

る
主
上
に
仕
へ
る
巫
女
で
あ
つ
た
。
宮
廷
と
生
活
様
式
を
略ほぼ
一
つ
に
し
た
氏

族
の
長
上
　
　
後
期
王
朝
の
古
い
家
筋
の
公
家
は
、
其
が
官
吏
化
し
た
も
の

　
　
も
、
古
代
に
は
、
邑
落
や
、
民
団
の
主
長
と
し
て
の
　
　
神
と
な
れ
る

　
　
資
格
を
持
つ
た
。
其
に
伴
つ
て
、
氏
族
の
巫
女
を
使
う
て
、
さ
う
し
た

用
を
さ
せ
て
ゐ
た
事
は
察
せ
ら
れ
る
。
「
宣
旨
」
と
言
ふ
女
房
名
の
、
広
く

公
家
に
も
行
は
れ
た
の
は
、
此
因
縁
で
あ
る
。
手
続
き
の
簡
単
な
宣
が
、
文

書
の
形
を
採
つ
た
の
は
、
公
式
の
宣
命
・
詔
旨
な
ど
の
様
式
の
整
備
せ
ら
れ

た
の
に
連
れ
て
、
起
つ
た
事
ら
し
い
。
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此
が
、
平
安
の
女
房
中
心
の
宮
廷
文
学
を
生
む
、
本
筋
の
原
因
で
も
あ
つ
た
。

今
は
此
以
上
、
女
房
の
文
学
・
仮
名
記
録
を
説
い
て
ゐ
る
事
は
出
来
な
い
。

唯
、
其
相
聞
贈
答
の
短
歌
を
中
心
に
、
多
少
律
文
学
の
歴
史
に
言
ひ
及
す
こ

と
は
、
免ゆる
さ
れ
て
居
る
、
と
思
う
て
も
よ
さ
相
で
あ
る
。
其
に
、
当
面
の
問

題
な
る
女
房
の
「
歌
合
せ
」
に
絡
ん
だ
点
を
言
ふ
事
は
、
勿
論
許
さ
れ
て
ゐ

る
こ
と
に
し
て
お
き
た
い
。

宮
廷
の
女
房
は
、
主
上
仰
せ
出
し
の
文
章
を
、
筆
録
し
て
伝
達
す
る
こ
と
が
、

伝
来
の
役
儀
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
御
製
の
詞
章
は
女
房
が
筆
録
し
、
あ
る

人
々
に
諷
誦
し
て
聞
か
せ
、
後
々
は
段
々
、
整
理
保
存
す
る
様
に
な
つ
た
事

は
、
考
へ
て
さ
し
支
へ
は
な
い
。
主
上
の
作
物
な
が
ら
、
女
房
の
手
で
発
表

せ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
仮
り
名
と
し
て
、
無
名
の
女
房
を
装
は
れ
る
様
に
な

6女房文学から隠者文学へ



る
の
は
、
自
然
な
道
筋
で
あ
る
。

歌
合
せ
の
、
刺
戟
と
な
つ
た
点
だ
け
か
ら
見
れ
ば
、
在
り
来
り
の
聯
句
・
闘

詩
起
原
説
は
、
手
を
携
へ
て
見
る
事
が
出
来
る
。
だ
が
、
平
安
初
期
の
貴
族

・
学
者
の
流
行
さ
せ
た
詩
合
せ
や
、
聯
句
か
ら
ば
か
り
発
生
し
た
、
と
唱
へ

る
常
識
説
は
、
ど
う
あ
つ
て
も
、
承
認
が
出
来
な
い
。

歌
合
せ
の
異
式
と
も
見
え
る
「 

前  

栽 

セ
ン
ザ
イ

合
せ
」
は
、
消
息
の
歌
文
を
結
ぶ
木

草
の
枝
の
風
流
か
ら
出
て
居
る
。
歌
合
せ
は
整
理
せ
ら
れ
て
、
宴
遊
の
形
を

と
つ
た
。
だ
が
よ
く
見
る
と
、
厳
か
な
神
事
か
ら
出
た
俤
を
止
め
て
ゐ
る
。

つ
け
あ
ひ
は
、
連
歌
誹
諧
を
形
づ
く
つ
て
行
つ
た
。
此
側
に
は
、
機
智
と
、

低
い
笑
ひ
と
が
、
宿
命
的
に
く
つ
ゝ
い
て
居
た
。 

賦  

物 

フ
シ
モ
ノ

の
如
き
、
無
意
義

な
制
約
の
守
ら
れ
て
居
た
の
も
、
出
発
点
が
さ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
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だ
が
、
此
二
つ
は
、
発
生
点
は
一
つ
で
あ
り
、
分
化
の
過
程
に
も
、
互
ひ
に

深
く
影
響
し
合
う
て
来
た
。
歌
垣
と
、
歌
垣
以
前
か
ら
あ
つ
た
神
・
人
問
答

の
信
仰
様
式
か
ら
出
た
種
子
が
、
灌
木
や
、
栽
ゑ
草
の
花
と
、
其
に
寄
せ
た

歌
と
の
調
和
を
め﹅
ど﹅
に
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
歌
合
せ
の
興
隆
に
さ
の
み
遅

れ
た
流
行
で
は
な
い
。
其
が
更
に
、
後
の
貝
合
せ
・
艶
書
合
せ
と
称
す
る

「
恋
歌
合
せ
」
に
移
つ
て
行
つ
た
痕
ま
で
、
一
筋
に
通
つ
て
ゐ
る
。

か
う
し
て
見
る
と
、
詩
合
せ
か
ら
受
け
た
影
響
は
、
先
進
学
者
の
予
断
よ
り

も
、
ず
つ
と
微
か
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
片
哥
や
、
相
聞
の
類
の
、

歌
垣
の
場ニハ
に
発
生
し
た
唱
和
・
贈
答
の
発
想
法
は
、
い
ろ
〳
〵
に
分
化
し
て

行
つ
た
。
旋
頭
セ
ド
ウ
歌
の
如
き
、
単
長
歌
の
如
き
、
或
は
短
歌
の
類
ま
で
、
皆
此

か
け
あ
ひ
・
つ
け
あ
ひ
の
発
想
を
ば
基
礎
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
形
式
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方
面
を
多
分
に
伝
へ
て
完
成
し
た
の
は
、
歌
合
せ
と
連
歌
と
で
あ
つ
た
。
か

け
あ
ひ
は
、
言
語
の
上
の
詭
計
式
の
表
現
や
、
機
智
で
は
ぐ
ら
か
し
た
り
、

身
を
か
は
し
た
り
す
る
修
辞
法
を
発
達
さ
せ
た
。
天
徳
四
年
内
裡
歌
合
せ
は
、

女
房
歌
合
せ
と
称
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宮
廷
の
歌
合
せ
の
古
く
よ
り
あ

つ
た
事
は
、
万
葉
巻
一
額
田
王
の
「
秋
山
わ
れ
は
」
の
歌
を
、
最
正
し
く
考

へ
る
こ
と
か
ら
で
も
言
へ
る
。
「
歌
を
以
て
判
ず
る
歌
」
と
序
に
あ
る
の
は
、

額
田
王
以
外
の
人
々
も
、
歌
を
以
て
主
張
し
た
も
の
と
見
る
方
が
よ
い
の
で

あ
る
。
「
春
秋
諍
モ
ノ
ア
ラ
ソひ
」
の
極
め
て
古
い
形
な
の
で
あ
つ
た
。

歌
垣
の
歌
の
、
古
詞
何
々
振ブリ
を
繰
り
返
す
様
に
な
つ
て
行
く
一
方
に
、
風
雅

な
遊
戯
・
宴
遊
の
方
便
に
用
ゐ
ら
れ
た
側
が
、
次
第
に
、
文
学
態
度
の
意
識

を
生
じ
て
来
た
。
万
葉
の
群
詠
の
中
に
は
、
さ
う
し
た
部
類
に
入
る
も
の
が
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尠
く
な
い
。
古
今
以
前
の
在
民
部
卿
家
歌
合
せ
な
ど
を
中
に
据
ゑ
て
見
れ
ば
、

歌
合
せ
の
固
有
種
子
な
る
事
は
わ
か
る
。
天
徳
の
を
女
房
歌
合
せ
と
言
ふ
訣

は
、
後
宮
方
の
歌
合
せ
な
る
事
を
露
あ
ら
はに
し
て
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
の
あ
つ

た
為
な
の
だ
。

当
時
公
卿
等
は
、
流
行
の
詩
合
せ
に
専
心
に
な
つ
て
、
歌
合
せ
を
顧
み
な
く

な
つ
て
居
た
。
そ
れ
故ゆゑ
行
う
た
女
房
の
中
か
ら
も
、
読
人
・ 

方  

人 

カ
タ
ウ
ド

を
出
し

て
、
男
歌
人
に
立
ち
ま
じ
ら
せ
た
歌
合
せ
　
　
七
条
後
宮
歌
合
せ
・
亭
子
院

歌
合
せ
な
ど
　
　
は
、
か
う
し
た
流
行
に
圧
さ
れ
て
行
つ
た
。
其
為
、
か
う

し
た
催
し
が
、
後
宮
か
ら
発
起
せ
ら
れ
て
、
左
右
の
頭トウ
を
更
衣
級
か
ら
出
し
、

 

方  

人 

カ
タ
ウ
ド

に
女
房
を
多
く
列
せ
し
め
た
。
競
技
者
た
る
読
人
の
中
に
も
、
女
房

が
立
ち
交
つ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
女
房
ば
か
り
の
歌
合
せ
の
意
で
は
な
く
、
後
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宮
の
人
た
ち
が
亭
主
と
な
り
、
興
行
者
と
な
つ
て
、
催
し
た
と
言
ふ
義
で
あ

つ
た
。

七
条
後
宮
歌
合
せ
や
、
中
興
の
此
歌
合
せ
が
先
例
を
作
つ
て
、
歌
合
せ
の
本

格
は
、
女
房
の
興
行
に
よ
る
も
の
、
と
思
ふ
様
に
な
つ
て
来
た
ら
し
い
。
其

で
、
主
催
者
た
る
家
あ
る
じ
は
、
女
房
の
つ
も
り
で
居
り
、
読
人
に
立
つ
時

は
、
表
面
、
名
は
「
女
房
」
と
清
書
さ
せ
た
、
と
言
ふ
事
情
も
考
へ
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
尊
貴
が
亭
主
た
る
場
合
、
女
房
の
手
か
ら
、
番
歌
を
降
さ
れ
る

様
な
例
が
出
来
て
ゐ
た
。
寛
平
歌
合
せ
の
如
く
「
上
御
製
」
な
ど
清
書
せ
ら

れ
た
例
も
あ
る
が
、
次
第
に
、
女
房
歌
合
せ
の
慣
例
と
、
尊
貴
の
御
名
を
忌

む
風
習
と
か
ら
し
て
、
女
房
名
を
署
す
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
宮
廷
と

事
情
を
一
に
し
て
進
ん
で
来
た
貴
族
の
方
で
も
、
自
然
主
催
者
た
る
家
長
の
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名
を
、
女
房
と
す
る
様
に
な
つ
て
行
つ
た
事
は
訣
る
。
一
応
表
面
的
に
、
詩

合
せ
に
促
さ
れ
て
頭
を
擡
げ
、
文
学
意
識
も
起
つ
た
こ
と
は
言
う
て
よ
い
。

漢
文
学
の
素
養
と
興
味
と
が
、
社
会
的
に
衰
へ
て
来
て
も
尚
、
詩
合
せ
を
第

一
と
考
へ
、
歌
合
せ
を
卑
下
す
る
習
慣
は
久
し
か
つ
た
。
其
が
新
撰
万
葉
な

ど
か
ら
暗
示
を
得
、
朗
詠
集
の
類
に
気
勢
を
煽
ら
れ
て
「
詩
歌
合
せ
」
が
も

の
に
な
つ
て
来
た
も
の
と
考
へ
る
。

連
歌
ま
で
が
、
詩
句
や
、
漢
文
調
を
と
り
込
む
様
に
な
つ
て
行
つ
た
。
連
歌

が
、
始
終
歌
合
せ
か
ら
刺
戟
を
受
け
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
宮
廷
や
貴
族
の

家
の
女
房
の
職
掌
展
開
の
径
路
と
の
絡
ん
だ
因
縁
と
、
交
錯
し
て
ゐ
る
事
は
、

事
実
で
あ
る
。
唯
、
歌
合
せ
の
女
房
の
意
義
が
、
「
女
あ
る
じ
」
の
義
で
あ

る
か
、
其
と
も
亭
主
の
代
り
に
歌
を
扱
ふ
侍
女
の
義
で
あ
る
か
は
、
簡
単
に
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は
言
ひ
き
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

秋
篠
月
清
集
と
云
ふ
表
題
か
ら
は
、
良
経
は
じ
め
新
古
今
同
人
の
生
活
態
度

の
あ
る
一
面
を
演
繹
し
て
来
て
も
、
よ
い
様
に
思
ふ
。
後
鳥
羽
院
に
も
、
あ

る
時
は
左
馬
頭
親
定
と
言
ふ
変
名
を
使
う
て
居
ら
れ
た
位
で
あ
る
。

た
ゞ
の 

上 

達 
部 

カ
ム
ダ
チ
メ

や
、
伝
統
の
絡
ん
だ
重
苦
し
い
氏
の
名
な
ど
ゝ
は
違
う
て
、

き﹅
さ﹅
く﹅
な
、
自
由
な
感
じ
の
す
る
、
あ
り
ふ
れ
て
居
な
い
姓
や
、
位
も
、
官

も
脱
ぎ
棄
て
た
様
に
、
通
り
名
や
、
法
名
だ
け
で
通
つ
て
居
る
隠
者
な
ど
か

ら
受
け
る
さ
ば
〳
〵
し
た
気
持
は
、
想
像
出
来
な
く
は
な
い
。
そ
れ
と
て
も
、

趣
味
と
言
つ
た
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
王
朝
末
か
ら
著

し
く
な
つ
た
上
流
の
人
々
の
、
低
い
階
級
の
生
活
に
寄
せ
た
驚
異
の
心
は
、

段
々
深
ま
つ
て
ゐ
た
。
異
郷
情
趣
に
似
た
も
の
に
、
は
ず
ま
せ
ら
れ
て
、
思
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ひ
も
か
け
ぬ
世
相
を
実
験
し
た
向
き
も
多
く
出
て
来
た
。
一
つ
は
、
此
為
で

も
あ
ら
う
。

第
一
番
の
理
由
と
し
て
は
、
歌
合
せ
・
連
歌
の
持
つ
て
ゐ
た
如
何
に
も
新
興

文
学
々
々
し
た
、
鮮
や
か
な
印
象
か
ら
来
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
恣
ほ
し
ひ
ま
まな
朗
ら
か

さ
が
、
調
子
に
溢
れ
て
ゐ
た
。
伝
統
の
鬱
陶
し
さ
も
、
ま
だ
な
か
つ
た
。
実

は
、
文
学
の
一
様
式
と
し
て
認
め
ら
れ
出
し
た
王
朝
末
に
す
ら
、
既
に
新
味

の
な
い
固
定
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
其
が
詩
歌
合
せ
の
流
行
に
よ
つ
て
、
初

め
て
文
学
態
度
に
這
入
つ
て
来
て
、
あ
る
方
面
で
は
、
生
れ
更
つ
た
様
に
な

つ
た
。
一
番
々
々
番ツガ
へ
ら
れ
る
相
手
方
の
詩
句
は
、
漢
詩
と
し
て
は
類
型
式

な
り
、
断
篇
風
な
物
で
あ
つ
て
も
、
此
先
進
文
学
の
持
つ
よ
い
態
度
が
、
敷

き
写
し
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
漢
文
学
に
は
、
歌
に
は
忘
れ
ら
れ
勝
ち
な
文
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学
意
識
だ
け
で
も
あ
つ
た
。
対
句
詩
人
す
ら
其
を
失
は
ず
に
居
た
。

日
本
の
漢
詩
は
、
字
面
は
支
那
の
律
に
従
う
て
ゐ
て
も
、
実
は
変
態
の
国
文

と
し
て
訓よ
ま
れ
、
詠
ぜ
ら
れ
て
来
た
。
固
有
の
詞
章
に
な
か
つ
た
音
律
が
、

古
く
和
讃
・
踏
歌
に
伴
う
て
起
つ
た
。
催
馬
楽
・
朗
詠
・
今
様
で
こ
な
さ
れ

て
、
漢
詞
章
と
日
本
歌
謡
と
の
音
脚
・
休
止
か
ら
、
行
の
長
さ
ま
で
調
節
せ

ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
国
民
の
内
部
律
動
が
、
さ
う
し
た
音
律
に
叶
ふ
事
が

出
来
る
様
に
な
つ
た
。
其
上
、
此
新
し
い
拍
子
に
乗
ら
ね
ば
表
現
出
来
ぬ
内

生
律
さ
へ
生
じ
て
来
た
事
で
あ
る
。
其
代
表
に
立
つ
も
の
は
、
此
時
代
に
完

成
し
た
宴
曲
・
早
歌
サ
ウ
ガ
の
一
類
で
あ
る
。

上
元
の
歌
垣
が
、
漢
訳
せ
ら
れ
、
習
合
せ
ら
れ
て
、 

踏 

歌 

節 

タ
ウ
カ
ノ
セ
チ
と
な
つ
た
事

は
、
疑
ひ
も
な
い
事
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
其
喰ハ
み
出
し
の
部
分
の
、
主
因
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と
な
つ
て
、
歌
合
せ
の
形
を
纏まと
め
て
来
た
径
路
も
察
せ
ら
れ
る
。
原
則
と
し

て
は
、
男
女
入
り
ま
じ
り
で
あ
つ
た
も
の
が
段
々
姿
を
変
へ
て
行
つ
た
。

女
房
方
の
あ
る
じ
ぶ
り
で
、
女
房
を
も
番
に
組
む
。
さ
う
し
た
歌
の
対ア
抗ハ
せ

の
盛
ん
に
な
る
に
連
れ
て
、
此
ま
で
な
か
つ
た
事
が
は
じ
ま
つ
た
。
神
秘
主

義
の
薄
ら
い
で
来
た
宮
廷
で
は
、
天
子
・
中
宮
す
ら
、
か
う
し
た
競
技
に
加

は
ら
れ
て
も
さ
し
つ
か
へ
な
い
様
に
な
つ
て
来
た
。
古
今
集
に
、
当
今
の
御

製
の
な
い
の
も
此
為
だ
。
時
と
し
て
は
「
上
」
或
は
「
宮
」
な
ど
の
称
号
を

以
て
示
し
て
ゐ
る
。
が
、
此
は
後
の
書
き
直
し
で
、
恐
ら
く
伝
達
し
た
女
房

の
名
或
は
、
単
に
女
房
と
し
て
、
出
詠
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
し

た
女
房
が
、
古
い
歌
合
せ
に
も
多
い
。
だ
か
ら
、
後
鳥
羽
院
に
始
ま
つ
た
事

と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。
唯
、
此
頃
に
な
つ
て
其
が
、
亭
主
と
し
て
の
権
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威
を
示
す
方
法
の
様
に
、
考
へ
ら
れ
出
し
た
の
も
、
事
実
で
あ
る
。

六
百
番
歌
合
せ
に
も
、
さ
う
し
た
気
持
ち
か
ら
、
亭
主
の
良
経
は
、
番
の
歌

に
は
女
房
を
名
告
つ
て
ゐ
る
。
此
風
は
後
程
盛
ん
に
な
つ
て
、
表
は
全
体
匿

名
の
歌
合
せ
す
ら
あ
る
。
戦
国
の
浪
人
や
、
其
意
気
を
守
つ
た
江
戸
初
期
の

武
士
な
ど
の
間
に
は
や
つ
た
「
何
々
之
介
」
と
言
つ
た
変
名
も
、
起
り
は
一

つ
で
あ
る
。
此
は
、
室
町
以
来
の
草
子
・
物
語
か
ら
来
た
趣
味
の
応
用
で
あ

つ
た
。
鎌
倉
の
昔
も
、
さ
う
で
あ
つ
た
。
歌
は
学
問
で
あ
つ
て
、
才
芸
で
は

な
か
つ
た
。
歌
合
せ
・
連
歌
、
皆
文
学
意
識
は
持
た
れ
て
来
て
も
、
遊
戯
で

あ
つ
た
。
文
学
ら
し
く
な
れ
ば
な
る
程
、
韜
晦
趣
味
・
ち
ゃ
か
し
気
分
が
深

ま
つ
て
行
つ
た
。
歌
は
真
の
文
学
に
据
ゑ
ら
れ
な
が
ら
、
同
時
に
、
生
活
の

規
範
と
な
つ
て
来
た
。
文
学
と
し
て
の
内
容
を
持
ち
、
新
し
い
観
照
態
度
を
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与
へ
て
居
な
が
ら
、
歌
合
せ
・
連
歌
は
文
学
で
は
な
か
つ
た
。
で
も
、
今
か

ら
見
れ
ば
、
其
が
文
学
意
識
か
ら
出
て
ゐ
た
の
だ
。
さ
う
し
て
、
其
か
ら
出

て
来
る
態
度
は
、
逃
避
・
傍
観
・
偸
安
で
あ
つ
た
の
だ
。
文
学
が
文
学
で
な

く
、
非
文
学
が
却
つ
て
、
文
学
の
種
子
を
含
ん
で
居
た
訣
で
あ
る
。

連
歌
・
誹
諧
を
無
心
体
、
其
作
者
を
栗
本
衆
と
呼
ん
だ
と
伝
へ
て
ゐ
る
。
其

は
、
親
し
み
か
ら
出
た
軽
い
嘲
笑
を
含
む
に
過
ぎ
な
い
が
、
柿
本
朝
臣
の
流

の
ま
や
か
し
物
の
意
義
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
「
心
あ
る
」
と
い
ふ
語
こ
と
ばは
、

自
然
・
人
間
に
現
は
れ
る
大
き
な
意
思
を
感
じ
得
る
心
で
あ
る
。
人
間
ら
し

い
人
の
、
き
つ
と
具
へ
ね
ば
な
ら
な
い
優
れ
た
直
観
力
で
あ
る
。
風
雅
に
対

す
る
理
会
力
は
、
心
あ
る
状
態
の
、
ほ
ん
の 
上  

面 
ウ
ハ
ツ
ラ

の
意
義
で
あ
る
。
無
心

は
、
そ
つ
く
り
其
逆
を
意
味
す
る
程
で
は
な
か
つ
た
。
其
に
し
て
も
、
没
風
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流
の
上
に
、
も
の
ゝ
あ
は
れ
を
度
外
視
し
て
、
う
き
世
に
沈
湎
す
る
人
・
悟

り
得
ぬ
不
信
者
な
ど
云
ふ
義
は
あ
つ
た
。
さ
う
し
た
連
歌
も
、
有
心
衆
が
一

切
指
を
染
め
な
い
訣
で
は
な
く
、
却
つ
て
盛
ん
に
弄
ば
れ
た
。
遊
戯
と
実
事

と
、
此
両
方
面
が
、
当
時
の
文
人
の
心
に
、
差
別
な
く
影
響
を
与
へ
て
ゐ
た
。

其
は
歌
の
上
の
事
で
あ
る
。
平
安
末
期
の
初
め
ま
で
は
、
歌
合
せ
は
、
神
事

の
古
い
姿
を
備
へ
て
ゐ
た
。
其
が
、
後
鳥
羽
院
に
な
つ
て
か
ら
、
ず
つ
と
く

だ
け
て
、
宴
遊
の
形
を
持
ち
出
し
た
。
歌
合
せ
に
臨
ん
だ
気
安
さ
と
、
隠
者

趣
味
　
　
当
時
唯
一
の
文
学
者
式
の
生
活
　
　
が
、
高
貴
の
名
の
持
つ
伝
来

の
風
習
を
、
合
理
化
し
て
了
う
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
二
　
隠
者
の
文
芸
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王
朝
の
末
百
年
、
と
り
わ
け
目
立
つ
て
来
た
の
は
、
平
賤
階
級
の
生
活
を
知

つ
た
、
上
流
の
人
々
の
驚
異
の
心
で
あ
つ
た
。
其
動
機
は
数
へ
き
れ
な
い
が
、

文
芸
か
ら
見
れ
ば
、
小
唄
・ 

雑  

芸 

ザ
フ
ゲ
イ

・
今
様
類
の
絶
え
間
な
い
刺
戟
を
、
ま

づ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
が
、
新
興
文
学
ら
し
い
勢
の
、
受
け
入
れ
易
い
連

歌
に
影
響
し
た
。
其
ば
か
り
か
、
後
鳥
羽
院
は
、
院
御
所
や
水
無
瀬
殿
で
、

 

今 

様 

合 

イ
マ
ヤ
ウ
ア
ハ
せ
を
催
し
て
居
ら
れ
た
。
此
今
様
合
せ
な
ど
か
ら
、
歌
合
せ
も
気

易
く
考
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。

此
は
、
後
白
河
院
あ
た
り
の
蹤
を
追
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
恐
ら
く
王
朝

末
に
新
詩
形
と
し
て
、
明
ら
か
に
意
識
に
上
つ
た
し
、
実
は
後
期
王
朝
の
初

め
か
ら
あ
つ
た
今
様
は
、
声
楽
た
る
と
共
に
、
文
学
様
式
の
一
つ
と
し
て
用
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ゐ
ら
れ
た
。
而しか
も
直
ぐ
様
、
節
に
か
け
て
謡
は
れ
る
詞
曲
で
あ
る
事
が
、
流

行
を
煽
ら
な
い
で
は
居
な
か
つ
た
。
今
様
合
せ
も
、
元
の
形
は
、
う
か
れ
女

の
咽
喉
よ
り
は
、
其
文
句
を
聞
い
て
、
優
劣
を
定
め
る
処
に
あ
つ
た
の
で
あ

ら
う
。
即
歌
合
せ
の
披
講
よ
り
は
、
近
代
様
の
節
廻
し
で
、
読
み
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
。
と
り
も
直
さ
ず
、
二
句
の
短
歌
の
替
り
に
、
四
句

の
形
を
以
て
せ
ら
れ
た
歌
合
せ
と
謂
つ
た
姿
で
あ
る
。

だ
が
、
今
様
合
せ
は
、
歌
合
せ
の
様
式
を
、
ま
る
〳
〵
模
倣
し
た
と
言
は
れ

ぬ
。
却
つ
て
そ
こ
に
歌
合
せ
の
第
二
因
が
あ
る
。
大
寺
の
間
に
行
は
れ
た
講

式
讃
歌
の
元
々
偈げ
と
し
て
独
立
も
し
て
居
た
部
分
、
此
が
宮
寺
の
巫
女
の
法

文
歌
と
し
て
独
立
す
る
訣
は
あ
る
。
同
音
で
唱
へ
る
場
処
と
、
交
互
に
謡
ふ

場
処
と
が
あ
り
、
其
処
が
「
論
義
」
風
に
唱
和
態
を
採
る
も
の
で
あ
つ
た
か
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ら
だ
ら
う
。
寺
に
も
勿
論
、
此
形
が
行
は
れ
て
、
今
様
合
せ
の
形
は
整
う
た

も
の
と
思
ふ
。
此
が
、
宮
廷
の
歌
合
せ
の
闘
詩
・
聯
句
の
後
入
因
を
併
せ
た

も
の
と
、
一
つ
に
な
つ
て
了
う
た
の
で
あ
ら
う
。

其
外
に
、
一
歩
進
ん
で
、
讃
歌
体
に
、
奈
良
以
前
か
ら
も
試
み
て
居
た
所
の
、

短
歌
の
形
に
よ
る
讃
歎
詞
が
あ
つ
て
、
平
安
中
期
固
定
の
神
楽
歌
　
　
今
の

 

所  

謂 

い
は
ゆ
る

　
　
に
は
な
か
つ
た
讃
頌
或
は
、
宣
布
の
目
的
に
叶
へ
よ
う
と
し
た
。

か
う
し
て
出
来
た
釈
教
歌
が
、
僧
家
の
鬱
散
に
弄
ば
れ
る
様
に
な
る
ま
で
に

は
、
長
い
時
を
経
た
事
で
あ
ら
う
。
さ
う
言
ふ
短
歌
の
形
の
讃
頌
が
、
や
は

り
、
今
様
の
発
生
と
似
た
道
筋
を
、
通
つ
た
事
は
察
せ
ら
れ
る
。
女
の
側
の

歌
垣
が
、
踏
歌
に
習
合
せ
ら
れ
た
と
同
様
に
、
男
の
方
で
は
、
寺
家
の
講
式

・
論
義
と
併
せ
ら
れ
て
、
痕
を
止
め
て
ゐ
た
と
見
る
事
も
出
来
る
。
で
、
女
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房
の
贈
答
の
巧
み
な
の
に
対
し
て
、
法
師
の
唱
和
に
馴
れ
て
ゐ
た
事
実
も
説

明
は
つ
く
。
説
経
僧
が
、
即
座
に
歌
を
詠
ん
で
、
聴
問
衆
を
感
動
さ
せ
た
例

は
、
帒
ふ
く
ろ草
子
・
今
昔
物
語
な
ど
に
見
え
て
ゐ
る
。
内
道
場
な
ど
に
出
入
る
僧

の
、
女
房
と
か
け
合
せ
た
恋
歌
の
形
を
と
つ
た
も
の
ゝ
す
べ
て
を
、
直
に
、

堕
落
の
証
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
寺
家
の
歌
が
、
さ
う
し
た
道
か
ら
習

熟
せ
ら
れ
て
、
遂
に
一
風
を
拓
く
様
に
な
る
ま
で
に
は
、
二
通
り
の
別
な
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

宮
廷
の
流
行
を
逐
ふ
軟
派
と
、
時
流
に
染
ま
な
い
で
、
讃
頌
の
旧
手
法
を
保

つ
て
ゐ
た
謂
は
ゞ
硬
派
に
這
入
る
者
と
が
あ
つ
た
。
此
方
は
、
ご
つ
〳
〵
し

て
、
歌
の
姿
や
、
し
ら
べ
に
は 

無 

貪 
著 

ム
ト
ン
ヂ
ヤ
ク
で
あ
る
。
仏
語
を
入
れ
る
か
と
思

へ
ば
、
口
語
発
想
も
交
へ
る
。
平
民
生
活
の
気
分
も
、
自
然
出
て
来
て
居
る
。
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鄙ひな
び
て
は
居
る
が
、
信
頼
の
出
来
る
、
古
め
か
し
い
味
ひ
を
持
つ
て
ゐ
た
。

此
二
派
の
け
ぢ
め
の
朧おぼ
ろ
に
な
つ
た
の
は
、
平
安
中
期
の
末
頃
と
見
て
よ
か

ろ
う
。
其
頃
出
た
恵
心
僧
都
は
、
こ
れ
を
狂
言
綺
語
と
し
て
却
し
り
ぞけ
た
。
僧
房

の
無
聊
を
紛
す
贈
答
の
歌
が
、
心
や
す
だ
て
の
か
ら
か
ひ
や
、
お
ど
け
に
傾

く
の
は
、
あ
り
う
ち
の
事
で
あ
る
。
歌
が
ら
の
高
下
を
構
は
ぬ
、
自
由
な
物

言
ひ
も
す
る
。
金
葉
集
の
連
歌
作
家
に
、
法
師
の
多
い
の
も
合
点
が
ゆ
く
。

相
聞
・
問
答
の
歌
は
、
い
つ
も
相
手
の
歌
の
内
容
を
土
台
と
し
て
、
お
し
拡

げ
て
行
つ
て
ゐ
る
。
跳
ね
返
し
の
も
あ
り
、
あ
ま
え
る
の
も
あ
る
が
、
唱カケ
の

歌
に
与
へ
ら
れ
た
難
題
を
釈と
く
、
と
云
つ
た
態
度
の
は
な
い
。
此
は
、
旋
頭

歌
で
見
て
も
、
さ
う
だ
。

古
今
の
誹
諧
歌
に
は
、
ま
だ
さ
う
し
た
傾
向
は
、
著
し
く
は
な
い
。
「
何ナ
曾ソ
」
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合
せ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
寺
家
の
論
義
問
答
の
方
式

を
伝
へ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
。
歌
と
論
義
と
の
関
係
は
、
今
昔
物

語
の
行
基
・
智
光
の
件
で
も
知
れ
る
。
説
経
師
に
対
し
て
「
堂
の
後
の
方
に
、

論
義
を
出
す
音
あ
り
」
智
光
「
何
許
の
寺
な
れ
ば
、
我
に
対むか
ひ
て
論
義
を
せ

む
ず
る
な
ら
む
と
疑
ひ
思
ひ
て
、
見
返
り
た
る
に
、
論
義
を
な
す
様
、
真マ
福フ

田クダ
が
修
行
に
出
で
し
日
、  

葛    

袴  
フ
ヂ
バ
カ
マ

我
こ
そ
は
縫
ひ
し
か
。
片
袴
を
ば
…
…
」

と
あ
る
。
論
義
即
「
歌
問
答
」
で
あ
る
。
百
因
縁
集
に
は
「
真
福
田
丸
が
葛フ

     

袴   

ヂ
バ
カ
マ

。
我
ぞ
綴
り
し
。
片
袴
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。
今
様
合
せ
の
片
方
の
形

で
あ
る
。
尚
、
歌
論
義
と
言
ふ
書
物
さ
へ
あ
つ
た
。

此
考
へ
方
か
ら
す
れ
ば
、
今
様
合
せ
は
勿
論
、
連
歌
・
歌
合
せ
の
、
講
式
や

論
義
か
ら
出
て
居
る
点
が
考
へ
ら
れ
る
。
歌
垣
か
ら
流
れ
出
た
種
子
が
、
独
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自
の
発
達
を
し
て
ゐ
た
傍
、
仏
家
の
法
式
や
、
漢
文
学
の
態
度
に
内
も
外
も

洗
煉
せ
ら
れ
て
、
真
に
文
学
ら
し
い
形
を
具
へ
て
蘇
つ
た
の
は
、
や
は
り
新

古
今
集
と
時
代
を
一
つ
に
し
て
ゐ
る
。
殊
に
、
連
歌
は
さ
う
で
あ
る
。
連
歌

の
復
活
し
た
事
を
時
代
の
目
安
と
し
て
、
武
家
初
期
の
結
界
を
劃
し
た
く
思

ふ
。
連
歌
・
誹
諧
の
発
想
法
の
成
立
し
た
事
は
、
日
本
の
精
神
文
明
の
上
の

大
事
件
で
あ
る
。
支
配
階
級
の
更
送
や
、
経
済
組
織
の
変
改
な
ど
を
、
其
原

因
と
考
へ
る
だ
け
で
は
足
ら
な
い
。
其
は
、
連
歌
・
誹
諧
か
ら
、
新
し
い
生

活
の
論
理
が
導
か
れ
た
事
で
あ
る
。

良
経
の
変
名
か
ら
、
隠
者
階
級
の
文
学
の
影
響
が
見
た
い
の
だ
。
「
秋
篠
や

外
山
の
里
に
清
む
月
」
を
独
り
眺
め
る
隠
士
の
境
涯
に
、
懐
し
み
を
持
つ
自

分
で
あ
る
事
を
示
し
得
る
変
名
は
、
若
い
文
学
者
ら
し
い
心
を
悦
ば
し
、
慰
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め
た
に
違
ひ
な
い
。
恐
ら
く
は
、
秋
篠
近
い
「
菅
原
や
伏
見
の
里
」
に
住
ん

で
居
た
と
い
ふ
伏
見
の
翁
な
ど
を
、
め﹅
ど﹅
に
据
ゑ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
。
此

若
い
貴
人
の
生
れ
た
頃
か
ら
、
さ
う
し
た
生
活
様
式
が
、
世
間
に
認
め
ら
れ

て
来
か
ゝ
つ
た
の
で
あ
る
。

王
朝
末
に
は
、
仏
徒
自
身
の
生
活
態
度
が
省
み
ら
れ
出
し
た
。
大
寺
院
は
一

つ
の
家
庭
で
、
在
家
と
等
し
い
、
騒
し
い
日
夕
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
心

深
い
修
道
者
は
家
を
捨
て
ゝ
這
入
つ
た
寺
を
、
再
、
捐す
て
な
け
れ
ば
、
道
心

は
遂
げ
ら
れ
な
か
つ
た
。
出
家
の
後
、
寺
に
は
入
ら
ず
、
静
か
な
小
屋
に
、

僅
か
な
調
度
を
置
い
て
、
簡
素
な
生
活
を
営
む
。
庵
に
居
る
時
は
、
仏
徒
と

し
て
の
制
約
に
よ
つ
て
居
る
が
、
世
間
風
の
興
味
も
棄
て
る
に
及
ば
ぬ
自
由

を
持
つ
て
居
た
。
才
芸
に
関
す
る
事
は
、
禁
欲
の
箇
条
に
触
れ
な
い
。
楽
器
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・
絵
巻
な
ど
さ
へ
、
持
ち
こ
ん
で
居
た
。
里
や
都
に
出
れ
ば
、
権
門
勢
家
に

出
入
り
し
て
は
、
活
計
の
立
つ
位
の
補
給
を
受
け
、
主
と
し
て
文
芸
方
面
の

顧
問
と
し
て
の
用
を
足
し
た
の
で
あ
つ
た
。
王
朝
末
期
に
は
段
々
、
女
房
の

才
能
が
平
安
朝
に
成
立
し
た
其
職
分
を
果
す
に
は
堪
へ
ぬ
様
に
な
つ
て
来
て
、

女
房
の
し
た
為
事
は
、
段
々
其
等
隠
者
の
方
へ
移
つ
て
行
つ
た
。
此
が
、
武

家
初
期
・
中
期
（
室
町
以
前
）
か
ら
後
期
の
初
め
に
亘
つ
て
の
隠
者
の
文
学

と
、
変
態
な
生
活
法
と
を
作
つ
て
行
つ
た
の
だ
。

か
う
し
た
修
道
生
活
の
徒
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
つ
た
の
と
、
連
歌
復
活
と

は
、
時
を
一
つ
に
し
て
居
た
。
だ
か
ら
女
房
の
文
学
と
、
隠
者
の
文
学
と
の

交
替
を
、
時
の
め﹅
ど﹅
と
し
て
、
時
代
を
く
ぎ
つ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
庵
室

に
住
ん
で
ゐ
る
の
が
、
隠
者
に
つ
い
て
の
先
入
主
だ
が
、
此
時
代
の
隠
者
に
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は
、
ま
る
き
り
僧
侶
の
制
約
に
従
う
て
、
唯
定
住
す
る
所
を
持
た
ぬ
を
主
義

と
す
る
、
雲
水
行
脚
の
法
師
も
籠
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
上
、
か
う
し
た
階
級

の
発
生
点
に
な
る
人
々
の
事
も
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
身
分
は
、
公
卿
の
末
座
、

殿
上
人
の
上
席
な
ど
に
居
た
者
で
、
文
芸
・
学
問
・
格
式
な
ど
の
実
務
に
長

く
勤
め
た
経
験
家
が
、
其
で
あ
る
。
此
は
、
歌
会
・
歌
合
せ
に
は
、
古
く
五

位
の
文
官
・
武
官
な
ど
の
歌
詠
み
と
聞
え
た
者
の
、
召
さ
れ
る
習
は
し
が
あ

つ
た
為
で
あ
る
。
さ
う
し
た
人
の
一
家
を
な
し
た
後
を
承
け
た
子
孫
に
も
、

こ
の
部
類
の
人
が
あ
つ
た
。
さ
う
し
た
文
芸
・
学
問
・
格
式
な
ど
に
通
じ
た
、

謂
は
ゞ
故
実
家
に
過
ぎ
な
い
人
は
、
老
後
、
法
体
し
て
隠
居
し
て
も
、
家
を

離
れ
な
い
で
、
俗
生
活
を
し
て
ゐ
る
。
さ
う
言
ふ
文
芸
的
故
実
家
の
伝
統
は
、

存
外
早
く
現
れ
な
い
で
、
王
朝
も
末
一
世
紀
半
の
中
頃
か
ら
、
目
に
つ
い
て
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来
る
が
、
此
ま
で
の
歌
論
家
・
歌
学
者
は
、
大
抵
、
公
卿
の
中
位
以
上
の
人

で
あ
つ
た
が
、
文
芸
を
愛
好
す
る
階
級
も
段
々
下
つ
て
行
つ
た
此
頃
に
な
る

と
、
さ
う
し
た
故
実
家
は
、
公
卿
の
末
席
か
、
其
以
下
の
も
の
に
多
く
な
つ

て
行
つ
た
。
権
門
に
出
入
り
し
て
、
私
に
親
方
・
子
方
に
似
た
関
係
を
結
ぶ

風
が
、
盛
ん
に
な
つ
て
行
つ
た
。

題
材
や
格
調
の
新
し
い
刺
戟
が
、
詩
歌
合
せ
か
ら
歌
合
せ
に
来
た
。
わ
が
文

学
評
論
の
初
歩
と
見
る
可
き
歌
学
・
歌
論
は
、
歌
合
せ
の
席
上
か
ら
生
れ
た

の
で
あ
る
。
新
し
い
歌
合
せ
は
、
歌
評
か
ら
見
て
も
、
前
代
の
歌
学
書
・
歌

論
書
よ
り
は
、
用
語
も
、
態
度
も
、
論
理
も
、
鑑
賞
も
、
文
学
的
に
な
つ
て

ゐ
る
。
前
代
の
歌
合
せ
の
左
右
講
師
に
な
る
人
は
、
歌
の
学
問
・
故
事
を
知

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
、
講
師
に
択
ば
れ
る
様
な
人
は
、
段
々
師
範
家
と
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云
ふ
形
を
と
る
。
さ
う
し
て
其
が
、
判
者
と
な
り
、
勅
撰
集
の
選
者
た
る
地

位
を
得
る
。
名
高
い
歌
人
は
、
文
学
者
と
云
ふ
よ
り
、
歌
学
の
伝
統
を
守
る

者
、
と
云
ふ
方
が
よ
い
位
だ
。
其
最
後
に
出
て
、
歌
学
の
伝
統
を
あ
ら
方
集

大
成
し
た
の
は
、
藤
原
俊
成
で
あ
る
。
此
人
の
態
度
は
、
即
新
古
今
集
の
中

心
と
な
つ
た
歌
人
ら
の
主
義
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
俊
成
は
、
神
秘
主
義

に
煩
は
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
芸
術
報
恩
説
に
達
し
た
の
は
、
一
途
で
あ
つ
て
う

や
〳
〵
し
い
性
格
と
文
学
に
持
つ
愛
執
の
深
さ
か
ら
で
あ
る
。

鴨
長
明
の
や
う
な
半
僧
生
活
の
修
道
者
も
あ
れ
ば
、
又
、
西
行
の
如
き
法
師

も
含
つ
て
ゐ
る
隠
者
階
級
に
は
、
か
う
し
た
堂
上
の
故
実
伝
統
者
も
数
へ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
此
流
の
者
は
、
皇
族
を
大
檀
那
と
す
る
事
に
よ
つ
て
歌
道
の
正

統
な
る
事
を
示
し
、
中
央
地
方
の
武
家
階
級
の
信
用
を
固
め
て
、
利
福
を
獲
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よ
う
と
す
る
ま
で
に
な
つ
た
。
定
家
が
既
に
さ
う
で
あ
り
、
其
子
孫
皆
、
其

方
便
に
従
う
た
。
あ
ち
こ
ち
の
権
門
を
た
の
ん
だ
の
が
、
か
う
言
ふ
意
義
か

ら
二
流
の
皇
統
に
岐わか
れ
て
奉
仕
し
た
。
新
古
今
時
代
に
は
、
一
時
、
伝
統
の

ま
ゝ
そ
つ
と
し
て
措
い
て
、
各
流
か
ら
超
越
し
た
態
度
を
示
し
た
。
此
も
、

新
古
今
集
の
批
判
に
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
極
め
て
よ
い
態
度
で
あ
る
。
後
鳥

羽
院
の
個
性
を
、
お
し
貫
か
れ
た
結
果
で
あ
る
。

歌
道
の
故
実
家
伝
統
の
間
か
ら
抜
け
出
し
て
、
新
し
い
暗
示
を
ば
具
象
化
し

よ
う
と
し
た
俊
成
の
代
表
作
物
は
、
実
は
彼
自
身
の
感
じ
た
、
正
し
い
未
来

の
文
学
其
物
で
は
な
か
つ
た
。
新
古
今
の
歌
人
た
ち
も
、
俊
成
風
の
正
し
い

成
長
と
思
う
て
居
た
で
あ
ら
う
が
、
此
亦また
逸
れ
て
外
核
ば
か
り
を
強
く
握
り

し
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
長
明
・
西
行
・
俊
成
を
三
つ
の
隠
者
の
型
に
、
其
が
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由
来
す
る
所
を
説
い
た
。
此
後
続
い
た
隠
者
の
外
的
条
件
は
、
鴨
長
明
が
し

た
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
、
第
一
の
様
式
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
言
ふ
武
家
初
期
と
、

中
期
全
体
、
そ
れ
に
末
期
即
す
な
は
ち江
戸
の
さ
し
か
ゝ
り
ま
で
は
、
か
う
し
た
隠
者

が
文
学
の
本
流
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

此
時
代
に
進
む
と
、
隠
者
の
存
在
は
、
必
然
の
意
義
を
社
会
に
持
つ
も
の
と

見
え
て
来
る
。
俊
成
な
ど
の
、
道
を
開
い
た
頃
と
は
、
非
常
に
上
辺
ウ
ハ
ベ
を
改
め

た
。
だ
が
、
中
心
た
る
女
房
時
代
以
来
の
文
芸
顧
問
の
意
義
は
何
処
ま
で
も

続
い
た
。
而
も
大
変
改
の
あ
つ
た
様
に
見﹅
て﹅
く﹅
れ﹅
を
作
る
根
本
原
因
と
な
つ

た
。
消
息
文
・
贈
答
歌
の
代
作
・
代
筆
は
固
よ
り
、
物
語
を
読
み
聞
か
せ
た

り
、
創
作
の
手
引
き
を
す
る
事
は
以
前
の
通
り
で
あ
る
。
物
語
の
扱
ひ
方
は
、

古
書
講
義
と
言
ふ
形
を
と
つ
た
。
創
作
の
手
引
き
は
、
連
歌
誹
諧
指
南
を
表
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芸
と
す
る
連
歌
師
な
る
渡
世
を
発
生
し
た
。
文
学
の
職
業
化
し
た
、
日
本
で

の
最
初
の
形
で
あ
る
。

代
作
・
代
筆
は
、
艶
書
の
場
合
が
多
い
。
吉
田
兼
好
の
、
あ
は
れ
知
ら
ぬ
荒あ

     

夷   

ら
え
び
す

の
為
に
書
い
た
と
言
ふ
艶
書
一
件
は
、
自
作
な
ら
ぬ
歌
が
入
つ
て
居

た
処
で
、
う
そ
話
と
言
つ
て
了
へ
な
い
隠
者
ら
し
い
為
事
な
の
だ
。
兼
好
が

代
表
と
な
つ
て
、
室
町
頃
の
隠
者
生
活
を
語
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
頓
阿
も

兼
好
も
、
法
体
し
て
ゐ
る
か
ら
と
言
つ
て
、
女
房
伝
来
の
為
事
を
し
な
い
は

ず
は
な
い
。
此
等
の
人
は
、
歌
も
作
り
、
連
歌
も
教
へ
た
の
だ
。
並
ナ
ラ
ビ个
岡
の

隠
者
の
し
た
旅
も
、
西
行
の
行
脚
と
は
違
ふ
。
宗
祇
・
宗
長
等
の
作
と
伝
へ

る
沢
山
の
「
廻
国
記
」
も
、
西
上
人
の
姿
を
学
び
な
が
ら
、
檀
那
場
な
る
武

家
・
土
豪
の
邸
々
を
訪
問
す
る
一
種
新
様
の
「
田
舎
わ
た
ら
ひ
」
の
副
産
物
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で
あ
つ
た
の
だ
。

南
北
朝
に
な
つ
て
は
、
二
十
巻
の
連
歌
集
は
、
選
者
摂
政
関
白
名
義
で
奏
覧

ま
で
経
て
、
勅
撰
集
に
準
ぜ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
か
う
し
た
連
歌
の
文
学

的
位
置
の
向
上
と
共
に
、
連
歌
も
誹
諧
も
、
又
連
歌
師
自
身
の
境
遇
も
、
よ

く
改
つ
て
行
く
の
は
、
其
は
ず
で
あ
つ
た
。
隠
者
の
様
式
・
条
件
の
具
ら
ぬ

隠
者
も
、
段
々
出
て
来
た
。
髪
の
禿
か
む
ろに
切
つ
た
も
の
も
現
れ
た
。
聯
想
が
変

化
自
在
に
、
語
彙
の
豊
富
で
、
拘
泥
を
救
う
て
一
挙
に
局
面
を
転
換
さ
せ
る

機
智
の
続
発
す
る
と
言
つ
た
素
質
さ
へ
あ
れ
ば
、
町
人
・
職
人
も
、
一
飛
び

に
公
家
・
大
名
の
側
に
出
ら
れ
る
様
に
な
る
。
原
則
で
あ
る
隠
者
の
生
活
の

禁
慾
主
義
も
、
同
朋
の
仲
間
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
、
或
点
ま
で
実
行
し
て

居
た
が
、
外
に
住
む
自
由
な
連
歌
師
に
は
、
妻
も
迎
へ
、
髪
も
短
く
蓄
へ
た
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輩
も
あ
つ
た
。
此
が
、
室
町
末
か
ら
安
土
・
大
阪
時
代
を
経
て
、
江
戸
の
元

禄
頃
ま
で
続
い
た
、
連
歌
師
渡
世
の
外
輪
で
あ
る
。

江
戸
の
初
め
の
戦
場
落
伍
の
遊
民
た
ち
の
大
阪
末
の
成
功
夢
想
時
代
か
ら
持

ち
越
し
た
、
自
恣
な
豪
放
を
衒てら
ふ
態
度
は
、
社
会
一
般
に
、
長
い
影
響
を
及

し
た
。
う
き
世
の
道
徳
や
、
世
間
の
制
裁
な
ど
を
無
視
す
る
様
な
態
度
を
、

心
ゆ
か
し
に
し
て
ゐ
た
。
ど
だ
い
、
隠
者
階
級
の
人
生
観
は
、
伝
統
的
に
異

風
な
も
の
に
出
来
て
ゐ
る
上
に
、
か
て
ゝ
加
へ
て
、
此
気
質
カ
タ
ギ
が
行
き
亘
つ
て

ゐ
た
。

歌
や
、
ふ
み
や
、
物
語
で
、
も
の
ゝ
あ
は
れ
を
教
へ
る
ば
か
り
に
は
止
ら
な

か
つ
た
。
色
里
へ
連
れ
出
し
て
「
恋
の
諸
わ
け
」
を
伝
授
す
る
ま
で
に
な
つ

た
。
武
家
の
若
殿
原
に
は
、
此
輩
の
導
引
で
頻
り
に
遊
蕩
に
耽
溺
す
る
者
が
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出
て
来
た
。
「
近
代
艶
隠
者
」
な
ど
を
書
い
た
西
鶴
に
も
、
や
は
り
か
う
し

た
俤
は
見
ら
れ
る
。
幇
間
の
初
め
を
し
た
色
道
伝
授
に
韜
晦
生
活
の
仄
か
な

満
悦
を
感
じ
た
人
々
の
気
分
は
、
彼
自
身
の
中
に
も
、
活
き
て
居
た
で
あ
ら

う
。
時
勢
が
時
勢
な
り
、
職
業
が
職
業
の
誹
諧
師
だ
か
ら
「
艶
隠
者
」
は
、

其
実
感
を
以
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
一
代
男
」
其
他
で
、
諸
国
の
女
や
、

色
町
の
知
識
を
陳の
べ
て
ゐ
る
の
は
、
季
題
や
、
故
事
の
解
説
を
述
べ
立
て
る

の
と
、
同
じ
態
度
な
の
で
あ
る
。
優
越
感
を
苦
笑
に
籠
め
て
、
性
欲
生
活
に

向
け
て
、
自
由
な
批
評
と
、
自
分
に
即
し
た
解
釈
と
を
試
み
て
ゐ
る
。

其
角
も
誹
諧
師
で
あ
る
が
、
同
時
に
幇
間
と
違
ひ
の
な
い
日
夜
を
送
つ
て
ゐ

た
。
彼
の
作
と
伝
へ
る
唄
を
見
る
と
、
如
何
に
も
寛
や
か
な
、
後
世
の
職
業

幇
間
の
心
に
は
到
底
捜
り
あ
て
ら
れ
さ
う
も
な
い
濶
達
と
、
気
品
と
が
、
軽
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い
お
ど
け
や
、
感
傷
の
中
に
漲
つ
て
居
る
。
女
歌
舞
妓
の
和
尚
・
太
夫
な
ど

の
、
隔
離
地
と
も
言
ふ
べ
き
吉
原
町
を
向
上
さ
せ
、
大
名
道
具
と
謂
は
れ
る

ま
で
の
教
養
を
得
さ
せ
た
の
は
、
こ
れ
等
遊
民
（
隠
者
階
級
）
の
趣
味
か
ら

出
た
の
で
あ
つ
た
。

一
蝶
・
民
部
・
半
兵
衛
な
ど
の
徒
に
、
理
く
つ
の
立
た
ぬ
罪
名
で
、
厳
罰
を

下
さ
れ
る
様
に
な
つ
た
の
に
は
、
訣わけ
が
あ
る
。
隠
者
階
級
の
職
業
を
、
歴
史

的
・
慣
習
的
に
認
め
て
ゐ
た
の
で
、
此
方
面
を
あ
ま
り
問
題
に
す
る
事
は
、

ぐ
あ
ひ
が
悪
か
つ
た
ら
し
い
。
こ
ん
な
変
改
を
重
ね
て
行
つ
た
其
種
子
は
、

俊
成
・
長
明
・
西
行
・
俊
恵
あ
た
り
に
既
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
歌
道
師
範

家
は
堂
上
の
隠
者
か
ら
、
地
下
の
隠
者
か
ら
は
連
歌
師
が
岐
れ
て
、
堂
上
に

接
触
す
る
や
う
に
な
つ
て
、
隠
者
・
寺
子
屋
主
の
房
主
以
外
に
、
一
つ
の
知
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識
階
級
を
立
て
た
の
で
あ
つ
た
。
中
間
の
、
一
番
法
師
ら
し
い
西
行
式
の
生

活
は
、
だ
か
ら
隠
者
一
類
の
理
想
で
も
あ
り
、
凡
人
生
活
と
の
境
目
に
な
つ

て
居
た
。

隠
者
が
つ
た
「
月
清
集
」
を
見
て
も
、
表
面
に
は
、
平
安
中
期
か
ら
の
内
典

読
み
を
誇
つ
た
な﹅
ご﹅
り﹅
や
、
法
楽
歌
や
、
讃
歌
や
、
僧
俗
贈
答
、
或
は
ず
つ

と
隠
者
を
発
揮
し
た
漁
樵
問
答
な
ど
ゝ
随
分
あ
る
が
、
全
体
の
主
題
は
、
新

古
今
集
風
を
ゆ
る
め
た
、
稍やや
安
ら
か
な
気
分
な
の
で
、
謂
は
ゞ
千
載
集
に
近

い
印
象
を
受
け
る
。
文
学
上
、
後
鳥
羽
院
と
互
ひ
に
知
己
の
感
の
一
等
深
か

つ
た
ら
し
い
良
経
す
ら
、
家
集
と
新
古
今
で
は
、
此
位
違
ふ
。
上
辺
ウ
ハ
ベ
は
、
難

渋
な
作
物
ば
か
り
作
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
定
家
・
家
隆
な
ど
も
、
家
集
の

拾
遺
愚
草
其
他
や
、
壬
二
集
を
見
る
と
、
生
れ
替
つ
た
様
な
　
　
悪
い
意
味
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な
が
ら
　
　
自
由
さ
が
見
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
新
古
今
集
の
主
題
と
考
へ
ら

れ
て
来
た
、
あ
の
歌
風
の
中
心
に
な
る
も
の
は
、
歌
人
連
衆
の
雰
囲
気
が
作

り
出
し
た
傾
向
で
あ
つ
た
の
だ
。
歌
合
せ
の
醸
し
た
群
集
心
理
で
あ
る
と
謂

へ
よ
う
。

唯
、
其
音
頭
を
と
ら
れ
た
後
鳥
羽
院
の
性
格
・
気
分
が
、
一
番
其
に
近
か
つ

た
。
さ
う
し
て
、
其
が
流
行
を
導
き
、
後
々
は
、
院
一
人
其
を
掘
り
こ
ま
れ

る
様
に
な
つ
た
。
だ
か
ら
新
古
今
は
、
後
鳥
羽
院
の
作
風
の
延
長
と
称
し
て

も
、
大
し
た
不
都
合
は
な
い
。
だ
か
ら
、
今
度
の
「
新
古
今
抄
」
即
す
な
は
ち隠
岐
本

は
、
其
意
味
に
於
て
、
院
の
歌
風
・
鑑
識
を
徹
底
的
に
示
し
た
、
理
想
的
な

「
新
古
今
集
」
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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三
　
至
尊
歌
風
と
師
範
家
と

増
鏡
「
新
島
守
り
」
の
条
で
は
、
声
の
よ
い
教
師
の
え
ろ
き
ゅ
う
し
ょ
ん
な

ど
を
聴
か
せ
ら
れ
る
と
、
今
も
、
中
学
生
な
ど
は
、
し
ん
み
り
と
鼻
を
つ
ま

ら
せ
る
。
あ
の
文
章
で
、
一
番
若
い
胸
を
う
つ
の
は
、
地
の
文
で
は
な
い
。

や
は
り
院
の
御
製
で
あ
る
。
今
か
ら
は
稍やや
事
実
に
即
し
た
、
叙
事
気
分
に
充

ち
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
あ
の
当
時
の
標
準
か
ら
は
、
最
上
級
に
鑑
賞
せ

ら
れ
て
よ
い
は
ず
だ
。
院
の
御
不
運
を
、
う
は
の
空
に
眺
め
た
排
通
俊
派
の

公
卿
た
ち
も
、
あ
れ
を
伝
聞
し
て
は
、
さ
す
が
に
泣
か
さ
れ
て
了
う
た
事
で

あ
ら
う
。
あ
の
時
代
と
し
て
の
、
最
近
代
的
な
歌
風
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

創
作
因
と
な
つ
た
は
ず
の
、
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わ
た
の
原
　
八
十
島
か
け
て
　
漕
ぎ
出
で
ぬ
と
、
人
に
は
告
げ
よ
。
蜑

　
　
の
釣
り
舟
（
小
野
篁
　
　
水
鏡
・
今
昔
物
語
）

　
　
わ
く
ら
は
に
問
ふ
人
あ
ら
ば
、
須
磨
の
浦
に
、
藻
塩
垂
れ
つ
ゝ
わ
ぶ
と

　
　
答
へ
よ
（
在
原
行
平
　
　
古
今
集
巻
十
八
）

小
野
篁
・
在
原
行
平
が
、
同
情
者
に
向
つ
て
物
を
言
う
て
ゐ
る
の
と
は
、
別

途
に
出
て
ゐ
る
。

　
　
わ
れ
こ
そ
は
新
島
守
り
よ
。
隠
岐
の
海
の
　
あ
ら
き
波
風
。
心
し
て
吹

　
　
け
（
後
鳥
羽
院
　
　
増
鏡
）

此
歌
に
は
同
情
者
の
期
待
は
、
微
か
に
な
つ
て
ゐ
る
。
此
日
本
国
第
一
の
尊

長
者
で
あ
る
事
の
誇
り
が
、
多
少
外
面
的
に
堕
し
て
居
な
が
ら
、
よ
く
出
て

ゐ
る
。
歌
と
し
て
、
た
け
を
思
ひ
、
し
を
り
を
忘
れ
た
為
、
し
ら
べ
が
生
活
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律
よ
り
も
、
積
極
的
に
な
り
過
ぎ
た
。
さ
う
言
ふ
欠
点
は
あ
る
に
し
て
も
、

新
古
今
の
技
巧
が
行
き
つ
い
た
達
意
の
姿
を
見
せ
て
ゐ
る
。
叙
事
脈
に
傾
い

て
、
稍
は
ら
薄
い
感
じ
は
す
る
が
、
至
尊
種
姓
ら
し
い
格ガラ
の
大
き
さ
は
、
十

分
に
出
て
ゐ
る
。

此
院
な
ど
が
、
至
尊
風
の
歌
と
、
堂
上
風
　
　
女
房
・
公
卿
の
作
風
か
ら
出

る
概
念
　
　
の
歌
と
を
、
極
端
に
一
致
さ
せ
ら
れ
た
方
だ
と
思
は
れ
る
。
此

王
朝
末
か
ら
移
る
ゆ﹅
き﹅
あ﹅
ひ﹅
の
頃
だ
け
見
て
も
、
皇
室
ぶ
り
の
歌
は
、
公
卿

の
歌
風
と
は
違
う
て
ゐ
る
。
個
々
の
作
品
に
就
て
ゞ
は
な
く
、
主
題
と
な
つ

て
ゐ
る
も
の
が
別
な
の
だ
。
此
は
、
精
神
的
伝
承
も
あ
り
、
境
涯
か
ら
来
る

心
構
へ
の
相
違
か
ら
も
来
よ
う
が
、
概
し
て
内
容
の
単
純
な
、
没
技
巧
の
物

で
、
生
活
か
ら
来
る
内
律
の
緩
や
か
な
、
曲
折
の
乏
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
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崇
徳
院
あ
た
り
か
ら
、
お
ほ
ま
か
な
中
に
、
技
巧
の
公
卿
ぶ
り
が
、
著
し
く

な
つ
て
居
る
。
典
侍
相
当
の
女
房
の
手
を
経
た
昔
の
宣
旨
様
の
手
順
で
、
口﹅

ず﹅
さ﹅
み﹅
の
ま
ゝ
で
示
さ
れ
た
御
製
が
、
後
々
推
敲
を
せ
ら
れ
る
様
に
な
り
、

文
芸
作
品
と
し
て
の
意
味
で
、
度
々
臣
下
の
目
に
も
触
れ
る
。

か
う
し
た
傾
向
は
、
王
朝
初
期
百
年
の
終
り
頃
か
ら
見
え
て
来
て
、
臣
下
か

ら
、
歌
を
教
授
す
る
風
も
、
出
来
た
の
だ
ら
う
。
歌
式
が
段
々
力
を
持
つ
て

来
る
に
連
れ
て
、
至
上
の
為
、
或
は
皇
子
の
為
の
歌
式
・
歌
論
・
標
準
歌
集

な
ど
が
出
来
る
。
私
は
、
伊
勢
・
貫
之
な
ど
に
代
表
さ
せ
て
、
御
製
相
談
役

の
成
立
し
た
頃
の
姿
を
考
へ
て
ゐ
る
。
降
下
せ
ら
れ
た
御
製
を
書
き
と
り
、

又
写
し
直
す
女
房
は
、
古
く
は
添
刪
に
も
与
つ
た
ら
し
い
。
歌
読
み
で
同
時

に
歌
式
学
者
で
あ
つ
た
　
　
古
今
序
に
さ
へ
歌
品
を
序
で
た
　
　
貫
之
風
の
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殿
上
人
が
召
さ
れ
る
様
に
な
つ
た
の
は
、
後
の
形
だ
。
御
製
が
、
宣
命
と
同

格
に
考
へ
ら
れ
た
時
代
が
去
つ
て
、
御
製
の
詩
文
に
与
る
博
士
や
、
警
策
の

聞
え
あ
る
公
卿
な
ど
の
態
度
を
、
移
す
様
に
な
つ
た
。
此
風
が
、
中
期
の
村

上
朝
の
成
形
と
な
り
、
和
歌
所
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

奈
良
以
前
は
、
長
く
歌
の
謡
は
れ
た
期
間
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
大
歌
を
扱
ふ

雅
楽
寮
の
日
本
楽
部
　
　
或
は
其
前
身
　
　
の
歌
人
・
歌
女
が
、
声
楽
以
外

に
詞
章
の
新
作
に
与
つ
た
様
で
あ
る
。
此
が
、
日
本
紀
に
あ
る
当
世
詞
人

（
崇
峻
紀
）
や
、
斉
明
天
皇
の
御
製
を
伝
誦
し
た
と
あ
る
　
　
実
は
代
表
者

　
　
歌
人
（
孝
徳
紀
）
や
、
天
智
の
亡
妃
を
悼
む
心
を
代
作
し
た
詞
人
（
孝

徳
紀
）
や
、
万
葉
巻
一
の
夫
帝
の
山
幸
を
犒
ね
ぎ
らふ
歌
を
後
の
皇
極
帝
の
為
に
、

代
つ
て
齎
も
た
らし
た
　
　
実
は
代
作
　
　
と
の
理
会
の
下
に
、
姓
名
な
ど
も
伝
つ
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た
人
の
あ
る
訣
で
あ
る
。
此
宮
廷
詞
人
が
、
声
楽
を
離
れ
て
、
詞
章
の
代
作

に
専
ら
に
な
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
の
は
、
柿
本
人
麻
呂
な
ど
が
初
め
の
形

で
あ
ら
う
。
宮
廷
詞
人
は
、
祭
事
・
儀
礼
の
詞
章
を
作
る
ば
か
り
に
な
つ
て

来
る
。
宮
廷
巫
女
な
る
内
外
の
命
婦
以
上
の
高
級
官
女
が
、
臨
時
・
非
公
式

或
は
、
至
上
個
人
と
し
て
の
相
聞
・
感
激
の
御 

口  

占 

ク
チ
ウ
ラ

に
、
代
作
或
は
添
刪

に
与
る
風
が
、
殊
に
著
し
く
な
つ
て
来
た
ら
し
い
。
其
で
も
、
詞
章
の
伝
習

的
律
格
と
、
発
想
上
の
類
型
を
守
つ
て
ゐ
た
。
其
で
、
至
上
は
固
よ
り
皇
族

の
歌
風
は
、
単
純
化
さ
れ
た
、
古
典
的
で
大
柄
で
、
悪
い
方
か
ら
言
ふ
と
、

印
象
の
不
鮮
明
な
、
内
容
の
空
疎
な
、
し
ら
べ
の
無
感
激
な
、
描
写
性
の
乏

し
い
物
に
な
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
此
が
、
至
上
の
生
活
に
親
し
い
侍
臣

や
、
宮
廷
生
活
を
模
倣
し
た
高
級
公
卿
な
ど
の
歌
風
を
も
支
配
し
た
。
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公
卿
殿
上
人
の
歌
が
民
謡
・
詞
曲
又
は
唱
文
と
し
て
の
製
作
か
ら
、
文
学
意

識
を
加
へ
始
め
た
頃
の
も
の
は
、
伝
来
の
叙
事
詩
或
は
、
其
断
篇
な
る
由
縁

あ
る
雑
歌
の
新
時
代
的
飜
訳
で
あ
つ
た
。
宴
遊
歌
の
発
達
し
て
出
来
た
叙
景

詩
の
素
地
も
、
其
外
に
古
く
か
ら
あ
つ
た
。
叙
事
脈
の
賦
・
伝
奇
小
説
・
情

史
・
擬
自
伝
体
艶
史
の
影
響
が
、
新
叙
事
詩
を
作
り
出
し
た
様
に
、
稍
遅
れ

て
、
漢
詩
の
観
察
法
・
発
想
法
が
、
宴
遊
・
覊
旅
の
歌
の
上
に
移
さ
れ
て
来

た
。
公
卿
以
下
の
短
歌
が
文
学
態
度
を
と
つ
た
の
は
、
叙
景
詩
以
後
で
、
其

初
め
の
が
、
万
葉
巻
八
・
十
に
出
て
居
る
。

公
卿
殿
上
人
の
歌
風
が
定
つ
て
来
た
平
安
初
期
か
ら
、
そ
ろ
〳
〵
地ぢ
下げ
・
民

間
で
も
、
民
謡
以
上
に
、
創
作
欲
が
出
て
来
て
、
前
期
王
朝
の
宮
廷
詞
人
の

様
に
、
地
下
階
級
の
吏
民
に
も
、
歌
人
が
現
れ
て
来
た
。
此
人
々
は
固
よ
り
、
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殿
上
以
上
の
歌
風
を
模
倣
し
て
出
た
の
だ
が
、
稍
自
由
な
、
感
覚
の
新
し
さ

や
、
多
少
の
時
代
的
色
彩
が
あ
つ
た
。
か
う
し
た
地
下
の
歌
風
が
混
じ
て
、

殿
上
の
歌
風
は
、
取
材
は
新
し
い
が
、
感
激
の
伴
は
な
い
も
の
、
感
激
は
見

せ
て
も
理
智
か
ら
わ
り
出
し
た
機
智
式
の
趣
向
や
ら
、
新
鋭
な
も
の
と
、
鈍

重
な
も
の
と
の
接
触
か
ら
来
る
折
衷
態
度
が
、
古
今
集
の
歌
風
を
濁
ら
し
た
。

併
し
其
が
、
地
下
の
武
官
忠
岑
や
、
地
下
に
近
い
博
士
の
血
を
享
け
た
貫
之

等
に
よ
つ
て
導
か
れ
た
の
は
、
貴
族
階
級
の
文
学
の
弱
点
を
示
し
て
ゐ
る
。

一
番
外
来
の
刺
戟
を
早
く
と
り
入
れ
る
が
、
固
有
の
物
に
さ
う
で
あ
つ
た
様

に
、
新
来
の
物
に
対
し
て
も
、
把
持
力
が
薄
い
。
其
為
に
直
様
、
在
来
の
類

型
に
妥
協
さ
せ
て
、
新
し
い
特
殊
な
点
を
忘
れ
て
了
ふ
。
外
面
と
概
念
と
は

会
得
し
て
も
、
内
生
活
に
は
、
没
交
渉
な
鵜
呑
み
の
模
倣
を
す
る
。
階
級
意
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識
か
ら
出
る
文
化
主
義
や
、
虚
飾
態
度
を
、
儀
式
制
度
と
同
様
に
文
学
に
も

と
り
入
れ
た
。
だ
か
ら
、
新
し
い  

皮    

嚢  

か
は
ぶ
く
ろ

に
、
依
然
、
老
酒
が
満
ち
て
来

て
ゐ
た
。
で
も
、
見
る
か
ら
古
め
か
し
い
物
よ
り
も
、
新
し
い
題
材
や
、
技

巧
は
目
に
付
く
。
か
う
し
て
、
古
今
集
の
歌
風
は
、
宇
多
の
趣
味
・
醍
醐
の

鋭
気
に
保
護
せ
ら
れ
て
、
奈
良
以
来
の
旧
貴
族
階
級
の
歌
風
を
圧
倒
し
た
。

か
う
し
て
新
し
い
貴
族
風
の
歌
は
出
来
た
が
、
其
最
初
か
ら
角
の
す
り
へ
ら

さ
れ
た
、
近
代
的
感
覚
の
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
此
点
ば
か
り
に
就
て
言
ふ

と
、
新
古
今
は
、
傾
向
と
し
て
は
、
遥
か
に
存
在
の
意
義
が
あ
る
の
だ
。
古

今
の
作
者
不
明
の
旧
時
代
の
作
物
が
　
　
選
者
等
の
鑑
賞
に
適
し
た
物
と
は

言
へ
、
　
　
十
中
八
ま
で
、
選
者
以
下
当
代
人
の
作
物
よ
り
優
れ
て
ゐ
る
事

は
、
主
義
の
上
で
は
よ
く
て
も
、
創
作
態
度
や
、
生
活
力
の
劣
つ
て
来
た
事
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を
見
せ
て
ゐ
る
。
後
撰
ゴ
セ
ン
集
に
は
稍
旧
貴
族
風
に
戻
さ
う
と
す
る
無
意
識
の
動

き
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
其
と
て
も
古
今
の
歌
風
の
固
定
し
て
来
た
為
の
、
空

似
か
も
知
れ
な
い
。
其
以
後
、
古
今
集
の
成
立
に
、
醍
醐
聖
帝
垂
示
の
軌
範

と
言
ふ
意
義
を
感
じ
て
、
此
歌
風
の
中
で
の
小
変
化
は
許
さ
れ
て
も
、
飛
び

離
れ
た
改
革
は
行
は
る
べ
き
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
で
ゐ
た
。

短
歌
で
は
、
万
葉
集
　
　
別
の
理
由
で
、
あ
る
部
分
ま
で
、
勅
撰
の
意
義
を

持
つ
て
編
纂
せ
ら
れ
た
ら
し
い
　
　
を
除
け
る
と
、
漢
詩
文
よ
り
も
、
欽
定

集
が
遅
れ
て
出
た
。
文
学
と
し
て
の
価
値
の
公
認
の
遅
れ
た
為
だ
。
嵯
峨
朝

の
欽
定
に
よ
る
漢
詩
文
よ
り
、
五
十
年
後
に
短
歌
選
集
の
勅
撰
せ
ら
れ
た
の

は
、
国
民
的
自
覚
と
言
ふ
よ
り
も
、
其
動
力
と
な
つ
た
漢
文
学
の
思
想
に
対

し
て
の
、
理
会
の
な
く
な
つ
て
来
た
反
動
で
あ
る
。
後
撰
を
勅
撰
し
、
更
に
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漢
詩
文
集
を
欽
定
せ
ら
れ
た
の
は
、
醍
醐
の
事
業
に
競
争
意
識
を
持
つ
て
居

ら
れ
た
村
上
天
皇
で
あ
つ
た
。
此
欽
定
事
業
は
奈
良
以
後
平
安
初
期
に
続
い

た
漢
詩
文
の
復
興
を
期
す
る
意
味
と
、
一
種
の
文
化
誇
示
の
目
的
と
の
外
に
、

文
学
史
風
に
見
れ
ば
、
外
国
文
学
の
最
後
を
記
念
す
る
標
本
を
立
て
た
訣
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
醍
醐
が
短
歌
を
文
学
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
、
漢
詩
文
と
対

等
の
位
置
に
置
か
れ
た
因
縁
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

新
撰
万
葉
集
が
果
し
て
菅
家
の
編
著
で
あ
る
な
ら
、
古
今
集
と
時
代
を
接
し

て
、
既
に
対
等
の
文
学
価
値
を
認
め
る
傾
向
の
あ
つ
た
事
が
知
れ
る
。
而
も

一
代
の
学
者
た
る
、
権
勢
家
の
手
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
譬
ひ
聖
経
に
対
す

る
　
　
和
讃
の
形
式
を
模
し
た
と
し
て
も
　
　
或
は
又
修
辞
上
の
便
覧
書
で

あ
つ
た
と
こ
ろ
で
、
更
に
或
は
、
倭
漢
朗
詠
集
の
前
型
と
し
て
、
声
楽
の
台
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帳
の
用
途
を
持
つ
も
の
に
し
て
か
ら
が
、
短
歌
の
価
値
の
認
め
ら
れ
出
し
た

事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
文
学
史
の
上
に
、
平
安
王
朝
の
前
百
年
を
、
中
百

年
余
と
、
末
一
世
紀
半
と
に
対
し
て
、
区
劃
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
四
　
歌
枕
及
び
幽
玄
態
の
意
義
変
化

宮
廷
の
日
常
交
際
の
古
歌
引
用
は
、
流
行
に
影
響
せ
ら
れ
て
行
つ
た
。
勿
論
、

其
前
に
平
談
の
み
か
、
贈
答
の
歌
に
も
知
識
を
誇
つ
て
、
古
歌
を
符
牒
式
に

引
用
す
る
風
が
起
つ
て
ゐ
た
。
其
が
か
う
じ
て
、
近
世
の
人
の
名
高
い
作
品

や
、
歌
合
せ
な
ど
の
読
み
捨
て
や
、
同
僚
の
作
物
ま
で
、
浮
ぶ
ま
ゝ
に
と
り

入
れ
る
様
に
な
つ
た
。
す
べ
て
口
疾
さ
と
、
人
の
考
へ
つ
か
ぬ
作
物
ま
で
利
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用
す
る
技
巧
を
誇
る
の
で
あ
る
。
其
外
に
、
相
手
の
歌
の
一
部
分
を
と
つ
て

和
す
る
歌
の
形
な
ど
も
、
確
か
に
其
導
き
で
あ
る
。
当
時
有
名
で
あ
つ
て
、

家
集
・
選
集
・
歌
合
せ
の
記
録
に
登
ら
ず
に
了
う
た
歌
も
、
本
歌
に
引
か
れ

て
ゐ
る
訣
だ
。
出
典
不
明
の
歌
は
お
ほ
く
此
類
で
あ
る
。
か
う
し
た
風
が
、

宮
廷
女
流
か
ら
、
歌
合
せ
・
贈
答
な
ど
を
媒
介
に
し
て
、
公
卿
殿
上
人
の
間

に
も
感
染
し
て
行
つ
た
。
此
が
、
物
語
の
歌
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
る
。
歌
合

せ
の
如
き
、
技
巧
の
問
題
を
主
と
し
、
而
も
多
少
場
当
り
の
許
さ
れ
る
会
合

へ
の
出
詠
に
は
、
段
々
本
歌
式
の
歌
が
出
て
来
る
。
か
う
し
て
、
本
歌
の
と

り
方
に
巧
拙
を
競
ふ
様
に
な
る
。
さ
う
し
た
傾
向
が
序
歌
系
統
の
修
辞
法
に

入
る
。
詩
の
故
事
を
含
む
形
で
、
本
歌
を
と
り
込
む
様
に
な
る
。

　
　
よ
き
人
の
よ
し
と
よ
く
見
て
、
よ
し
と
言
ひ
し
　
吉
野
よ
く
見
よ
。
よ
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き
人
よ
。
君
（
天
武
天
皇
　
　
万
葉
巻
一
）

此
は
必
、
昔
あ
つ
た
吉
野
の
国
ぼ
め
の
歌
、
或
は
呪
詞
を
考
へ
て
ゐ
る
の
だ
。

か
う
し
た
飛
鳥
末
の
御
製
に
も
、
本
歌
の
起
る
兆
は
見
え
て
ゐ
た
。
其
が
技

巧
上
の
常
套
手
段
と
し
て
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
て
来
た
の
は
、
平
安
中
期
の

日
記
歌
隆
盛
の
時
代
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
あ
し
び
き
の
山
の
雫
に
、
妹
待
つ
と
、
わ
れ
立
ち
濡
れ
ぬ
。
山
の
雫
に

　
　
（
大
津
皇
子
　
　
万
葉
巻
二
）

　
　
我ワ
を
待
つ
と
　
君
が
濡
れ
け
む
　
あ
し
び
き
の
山
の
雫
に
な
ら
ま
し
も

　
　
の
を
（
石
川
郎
女
　
　
万
葉
巻
二
）

此
唱
和
は
、
鸚
鵡
返
し
の
無
技
巧
と
、
別
方
法
で
、
同
じ
効
果
を
収
め
て
ゐ

る
。
唯
、
最
後
の
「
な
ら
ま
し
も
の
を
」
一
句
で
、
全
然
思
ひ
が
け
ぬ
方
面

54女房文学から隠者文学へ



へ
転
じ
て
ゐ
る
。
一
種
の
本
歌
の
導
き
で
あ
る
。
古
今
集
の
本
歌
ど
り
の
技

巧
は
、
万
葉
の
と
は
変
つ
て
来
た
。

　
　
世
の
中
は
何
か
常
な
る
。
飛
鳥
川
　
き
の
ふ
の
淵
ぞ
、
今
日
は
瀬
に
な

　
　
る
（
読
人
知
ら
ず
　
　
古
今
巻
十
八
）

を
返
し
て
、

　
　
飛
鳥
川
　
淵
に
も
あ
ら
ぬ
我
が
宿
も
、
せ
に
変
り
ゆ
く
物
に
ぞ
あ
り
け

　
　
る
（
伊
勢
　
　
古
今
巻
十
八
）

と
言
つ
た
風
に
し
て
ゐ
る
。
が
、
大
体
は
後
の
本
歌
と
は
違
ふ
。
万
葉
は
、

も
う
人
に
は
知
れ
な
く
な
つ
た
の
で
、
近
代
様
に
す
る
と
言
ふ
所
に
、
飜
訳

の
技
巧
を
示
す
積
り
だ
つ
た
の
だ
ら
う
。
此
は
随
分
数
が
多
い
。

奥
義
抄
に
盗
古
歌
と
し
て
挙
げ
て
ゐ
る
類
は
、
皆
飜
作
で
あ
る
。
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掬むす
ぶ
手
の
　
雫
に
濁
る
山
の
井
の
　
あ
か
で
も
　
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
か

　
　
な
（
貫
之
　
　
古
今
巻
八
）

　
　
掬
ぶ
手
の
　
石
間
を
せ
ば
み
　
奥
山
の
い
は
が
き
清
水
　
あ
か
ず
も
あ

　
　
る
か
な
（
人
麻
呂
　
　
万
葉
と
あ
る
が
、
実
は
、
古
今
六
帖
）

貫
之
の
歌
は
人
麻
呂
に
対
し
て
、
既
に
一
種
の
本
歌
意
識
を
持
つ
て
居
た
ら

し
い
。
此
技
巧
の
洗
煉
せ
ら
れ
て
来
た
の
は
、
女
房
の
力
で
あ
つ
た
。
平
安

中
期
に
な
る
と
、
本
歌
の
部
分
も
、
す
つ
か
り
融
け
こ
ん
だ
姿
を
持
つ
た
。

挿
入
句
と
し
て
孤
立
し
て
き
は
だ
つ
て
見
え
た
も
の
が
、
却
つ
て
曲
折
と
な

り
、
し
な
や
か
な
弾
力
を
感
じ
さ
せ
た
。
外
形
に
調
和
し
た
本
歌
は
、
内
容

と
し
て
は
即
か
ず
離
れ
ず
軽
い
様
で
、
効
果
は
却
つ
て
重
か
つ
た
。

新
古
今
に
な
る
と
、
本
歌
を
自
在
に
駆
使
す
る
一
方
、
本
歌
に
飽
い
て
来
た
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傾
き
が
見
え
る
。
前
の
一
面
で
は
、
本
歌
を
思
ひ
当
て
な
く
て
も
、
一
通
り

意
味
は
訣
り
、
或
は
感
ぜ
ら
れ
る
様
に
、
歌
全
体
を
し
た
て
る
の
が
、
最
進

ん
だ
態
度
で
あ
る
。
が
一
方
に
は
、
本
歌
入
り
の
句
の
、
全
体
に
与
へ
る
曲

折
に
感
じ
馴
れ
た
気
分
性
を
利
用
し
た
。
歌
の
一
部
を
急
転
さ
せ
て
違
つ
た

意
義
を
導
い
た
り
、
前
句
と
の
連
続
に
意
義
の
上
に
軽
い
渋
滞
を
感
じ
さ
せ

て
置
い
た
上
、
読
者
の
習
性
を
利
用
し
て
、
纔わづ
か
に
、
か
け
語
や
、
語
感
を

契
機
に
飛
躍
さ
せ
る
。
此
訣
つ
た
様
な
訣
ら
ぬ
様
な
あ
り
様
に
、
つ
き
は
な

し
て
了
ふ
。
気
分
で
は
覚
つ
て
も
、
描
写
追
求
性
か
ら
は
解
決
が
つ
か
な
い

ま
ゝ
で
あ
る
。
か
う
し
た
間
に
、
余
韻
と
言
ふ
よ
り
寧
、
象
徴
性
の
暗
示
を

ば
感
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　
　
頼
め
ず
は
、
人
を
ま
つ
ち
の
山
な
り
と
、
寝
な
ま
し
も
の
を
。
い
ざ
よ
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ひ
の
月
（
太
上
天
皇
　
　
新
古
今
巻
十
三
）

　
　
年
も
へ
ぬ
。
祈
る
契
り
は
、
は
つ
せ
山
。
尾
の
へ
の
鐘
の
よ
そ
の
ゆ
ふ

　
　
ぐ
れ
（
定
家
　
　
新
古
今
巻
十
二
）

か
う
し
た
気
分
本
位
の
歌
風
を
、
幽
玄
体
の
極
致
と
考
へ
て
行
つ
た
ら
し
い
。

尚
二
つ
の
観
察
点
が
あ
る
。
其
は
、
王
朝
末
に
な
つ
て
激
増
し
た
託
宣
・
夢

想
な
ど
に
現
れ
た
神
仏
の
御
作
と
伝
へ
ら
れ
た
も
の
ゝ
影
響
で
あ
る
。
神
祇

・
釈
教
歌
の
歌
類
を
立
て
さ
せ
た
の
は
此
が
主
因
で
、
副
因
と
し
て
は
、
隠

者
の
歌
を
導
い
た
寺
家
の
歌
風
の
流
行
に
あ
る
。
託
宣
の
歌
は
、
ど
こ
か
に

意
味
不
徹
底
の
語
が
あ
つ
た
り
、
お
ほ
ま
か
な
し
ら
べ
の
内
に
、
人
を
寛
け

さ
と
憑
た
の
もし
さ
に
導
く
気
分
性
が
あ
る
。

　
　
な
ほ
た
の
め
。
し
め
ぢ
が
原
の
さ
し
も
草
。
わ
れ
世
の
中
に
あ
ら
む
限
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り
は
（
釈
教
歌
　
　
新
古
今
巻
二
十
）

と
言
ふ
清
水
観
音
の
詠
と
伝
へ
る
歌
な
ど
は
、
殊
に
象
徴
的
に
響
く
。
本
歌

が
あ
り
さ
う
で
な
い
処
に
、
沈
黙
の
芸
術
と
し
て
の
価
値
も
、
あ
る
文
学
論

者
か
ら
は
与
へ
ら
れ
さ
う
だ
。
だ
が
、
此
歌
は
、
無
知
の
歌
占
・
尼
巫
子
な

ど
の
平
俗
な
語
彙
に
寓やど
つ
た
、
放
心
時
の
内
的
律
動
の
姿
で
あ
る
。
勿
論
、

社
会
意
識
の
綜
合
せ
ら
れ
た
一
種
の
暗
示
を
、
唯
普
遍
的
な
語
と
句
と
の
列

り
か
ら
出
し
た
、
優
越
感
に
充
ち
た
音
律
で
、
社
会
を
抱
括
す
る
様
な
語
感

を
持
つ
て
ゐ
る
。
而
も
辻
棲
の
合
は
ぬ
空
疎
な
個
処
が
あ
る
。

俊
成
も
「
し
め
ぢ
が
原
」
や
、
住
吉
の
諸
作
、
其
他
の
神
仏
詠
か
ら
暗
示
を

得
た
も
の
ら
し
い
。
平
明
な
中
に
、
稍
寂
寥
感
を
寓
し
た
、
無
感
激
な
物
を

作
り
出
し
た
。
此
が
後
進
新
古
今
の
同
人
の
信
条
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
此
が
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恰あた
かも
形
式
万
能
主
義
殊
に
、
連
歌
の
影
響
か
ら
、
聯
想
で
補
ふ
句
の
間
隙
に

興
味
を
持
つ
て
来
た
時
で
あ
る
。
意
義
の
断
続
の
朧
ろ
な
処
を
設
け
、
又
か

け
詞
・
縁
語
・
枕
詞
な
ど
に
、
二
重
の
意
義
を
持
た
し
て
、
言
語
の
駆
使
か

ら
来
る
幻
影
と
、
本
来
の
意
義
と
を
殆
ど
同
等
の
価
値
に
置
く
様
に
な
つ
た
。

即
ち
、
幻
影
の
不
徹
底
な
仮
象
と
、
本
意
の
お
ぼ
ろ
な
理
会
と
の
、
交
錯
し

た
発
想
を
喜
ん
だ
の
だ
。
一
面
、
暗
示
的
な
の
と
同
時
に
、
描
写
風
な
半
面

が
あ
る
。
外
界
の
現
象
は
即
、
内
界
の
事
実
で
あ
り
、
心
中
の
感
動
は
、
同

時
に
自
然
の
意
思
で
あ
る
。
文
学
的
に
言
へ
ば
、
象
徴
主
義
の
初
歩
だ
と
共

に
、
象
徴
の
上
に
、
更
に
感
覚
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
形
式
と
、
内
容

と
の
印
象
を
極
度
に
交
錯
し
た
。
さ
う
し
て
其
間
に
間
隙
を
作
つ
て
、
複
雑

な
動
き
の
間
、
瞬
間
の
沈
黙
を
置
い
て
、
更
に
次
の
激
し
い
動
き
に
移
る
。

60女房文学から隠者文学へ



静
的
な
幽
玄
主
義
が
、
動
的
な
新
古
今
風
の
姿
　
　
即
た
け
　
　
の
極
端
に

緊
張
し
た
、
内
容
の
錯
覚
的
な
官
能
的
幽
玄
主
義
に
展
開
し
た
。
四
季
の
歌

で
は
、
印
象
派
の
様
な
気
分
的
の
物
も
あ
り
、
又
古
今
以
来
の
絵
画
主
義
を

拡
げ
て
趣
向
歌
の
ま
ゝ
で
感
覚
表
現
に
突
進
し
た
の
も
あ
る
。
宮
内
卿
の
歌

の
様
な
の
が
、
其
だ
。
此
人
の
作
物
は
、
経
信
以
後
の
趣
向
歌
或
は
、
絵
画

美
に
囚
は
れ
て
ば
か
り
ゐ
た
と
は
言
う
て
了
へ
ぬ
。
時
代
が
よ
く
て
、
其
上
、

命
が
更
に
長
か
つ
た
ら
、
玉
葉
・
風
雅
の
永
福
門
院
に
達
す
る
は
ず
で
あ
つ

た
。
自
然
の
上
に
対
し
て
加
へ
た
人
為
的
構
図
も
、
此
人
に
と
つ
て
は
、
わ

る
い
と
共
に
よ
く
も
あ
つ
た
。
趣
向
歌
の
臭
味
に
掩おほ
は
れ
な
い
で
、
鋭
い
感

覚
が
写
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

幽
玄
主
義
の
歌
は
、
新
古
今
集
に
到
つ
て
、
瞬
間
に
起
る
実
感
・
観
念
の
雑
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多
な
交
錯
を
同
時
に
表
す
態
度
ま
で
進
ん
で
ゐ
た
。
唯
さ
う
し
た
意
識
は
な

く
、
幽
玄
体
の
名
の
下
に
、
物
我
融
合
の
境
涯
を
理
想
し
な
が
ら
、
た﹅
け﹅
で

あ
つ
た
。
唯
近
代
的
な
感
覚
を
基
調
と
し
て
、
美
し
い
も
の
と
信
じ
た
自
然

現
象
に
、
人
間
生
活
を
合
体
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
さ
う
す
る
事
が
生
活
を
美

化
す
る
手
段
だ
と
し
た
。
明
ら
か
な
意
識
の
下
に
動
い
た
の
で
は
な
い
と
し

て
、
さ
う
し
た
態
度
は
帰
納
し
て
よ
い
。

古
今
集
風
の
弊
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
醇
化
も
せ
ら
れ
、
強
調
も
せ
ら
れ
た
。

だ
が
、
す
べ
て
を
、
言
語
の
音
覚
と
排
列
と
に
よ
つ
て
決
し
よ
う
と
し
た
形

式
偏
重
主
義
は
、
日
本
文
学
の
成
立
以
来
久
し
い
歴
史
を
経
て
ゐ
る
が
、
実

感
を
し﹅
ら﹅
べ﹅
者
と
言
つ
た
形
で
あ
つ
た
。
強
さ
の
な
い
所
に
、
憑
し
さ
は
出

て
来
な
い
。
真
の
文
学
と
信
じ
、
そ
の
表
現
す
る
所
が
、
吾
々
の
規
範
に
出
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来
る
と
憑たの
む
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
。

至
尊
の
先
導
せ
ら
れ
た
歌
風
が
、
か
う
し
た
も
の
に
な
つ
た
の
は
、
あ
ま
り

に
歌
を
好
ん
で
、
綜
合
を
試
み
ら
れ
た
為
で
あ
る
。
俊
成
の
歌
風
に
も
、
た

け
は
著
し
く
現
れ
て
ゐ
た
。
其
が
一
番
、
至
尊
と
し
て
、
生
活
律
に
適
す
る

や
う
な
境
遇
を
自
覚
す
る
特
殊
な
心
を
持
つ
て
ゐ
ら
れ
た
。
改
革
を
欲
す
る

心
は
、
強
い
刺
戟
を
常
に
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
性
格
も
自
ら
さ

う
で
あ
つ
た
ら
う
し
、
境
遇
も
此
通
り
で
あ
つ
た
。
古
今
集
の
影
響
も
十
分

に
入
り
込
み
、
歌
の
教
導
者
の
主
張
や
、
個
性
か
ら
来
る
発
想
法
の
印
象
も

止
め
な
い
訣
は
な
か
つ
た
。
か
う
し
た
事
が
重
か
さ
なり
〳
〵
し
て
平
安
朝
末
に
既

に
至
尊
風
の
歌
風
は
、
特
殊
性
を
失
ひ
か
け
て
居
た
。
至
尊
族
伝
来
の
寛
け

く
て
憑
し
い
歌
風
は
、
鈍
く
て
暗
く
な
つ
て
居
た
。
で
も
至
尊
風
の
歌
は
、
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隔
世
的
に
現
れ
た
。

け
れ
ど
も
大
体
に
於
て
、
至
尊
の
歌
は
、
境
涯
の
無
拘
泥
を
思
は
せ
る
寛
け

さ
を
、
或
点
ま
で
具
へ
て
居
た
。
殆
ど
自
ら
に
し
て
な
つ
た
と
き
見
る
可
き
、

修
養
に
よ
ら
ぬ
歌
人
の
出
ら
れ
る
事
も
、
時
に
あ
つ
た
。
至
尊
族
の
生
活
法

が
、
一
番
短
歌
の
創
作
動
機
を
自
然
に
起
し
得
る
様
に
な
つ
て
居
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
僅
か
の
物
語
や
、
作
物
を
耳
に
し
て
も
、
其
が
因
に
な
り
得
た
。

何
か
の
感
激
に
触
れ
る
と
極
め
て
自
然
に
現
れ
て
来
る
寛
け
さ
が
あ
つ
て
、

同
時
に
託
宣
歌
の
様
な
空
し
さ
が
な
く
、
満
ち
て
居
る
。
憑
し
い
感
を
起
さ

せ
る
。
併
し
さ
う
し
た
歌
風
も
、
外
部
か
ら
の
知
識
に
よ
つ
て
濁
ら
ず
に
は

居
な
い
。
平
安
朝
以
来
歌
を
好
ま
れ
、
歌
人
の
保
護
者
と
な
ら
れ
た
天
子
は
、

却
つ
て
至
尊
風
を
遠
ざ
か
つ
て
居
ら
れ
る
。
崇
徳
院
・
後
鳥
羽
院
・
村
上
天
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皇
な
ど
は
、
其
例
に
当
ら
れ
る
。

後
鳥
羽
院
が
其
鋭
い
感
受
性
か
ら
、
個
々
の
特
殊
性
を
直
観
せ
ら
れ
た
古
来

の
歌
風
に
も
色
々
あ
つ
た
。
至
尊
風
の
素
地
に
、
殿
上
ぶ
り
の
歌
を
加
へ
、

古
今
集
ぶ
り
を
容
れ
た
。
又
曾
根
好
忠
の
平
然
と
旧
技
巧
を
突
破
し
た
新
描

写
法
、
無
知
と
無
関
心
と
に
幸
せ
ら
れ
た
固
定
解
脱
、
又
は
、
伝
襲
を
逸
れ

た
所
に
生
じ
た
新
鮮
な
印
象
、
野
性
と
野
心
と
か
ら
来
る
作
物
の
憑
し
さ
・

強
さ
・
鋭
さ
。
尤
も
つ
と
も、
深
さ
・
寛
け
さ
は
欠
け
て
ゐ
る
が
、
明
る
さ
は
著
し
い
。

此
作
風
も
と
り
こ
ま
れ
た
。

好
忠
の
無
知
は
寧
む
し
ろ、
無
識
と
い
ふ
方
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
形
式
及

び
、
言
語
の
制
約
、
聯
想
上
の
特
別
な
約
束
、
さ
う
し
た
物
の
出
来
か
け
た

時
代
で
あ
つ
た
。
而
も
国
文
学
・
国
語
学
と
し
て
の
研
究
に
、
学
問
で
な
く
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知
識
と
し
て
の
臆
説
が
学
者
及
び
歌
道
伝
統
家
の
間
に
の
み
伝
つ
て
居
た
。

世
間
は
、
其
を
知
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。
御
歌
会
・
歌
合
せ
の
判
者

・
講
師
と
し
て
の
位
置
に
居
る
伝
統
者
・
学
者
の
説
に
よ
つ
て
、
誤
り
な
い

用
法
に
指
導
せ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
、
地
下
や
五
位
級
の
召
人

に
し
て
、
宮
廷
の
御
歌
会
・
歌
合
せ
に
稀
に
出
る
事
の
出
来
た
衛
府
や
、
内

外
の
判
官
級
の
官
吏
の
歌
の
地
下
ぶ
り
・
鄙
ぶ
り
は
想
像
出
来
る
。
歌
と
し

て
の
風
格
や
、
発
想
法
の
異
色
・
題
材
の
新
鮮
な
点
は
、
堂
上
歌
人
の
舌
を

捲
か
せ
る
。
而
も
、
其
用
語
の
誤
用
・
禁
忌
・
歌
病
に
触
れ
る
事
に
よ
つ
て
、

僅
か
に
嫉
妬
心
を
冷
笑
に
換
へ
さ
せ
た
。
寺
家
の
歌
の
治
外
法
権
式
の
位
置

を
占
め
た
の
と
は
別
で
あ
つ
た
。
作
家
と
学
者
と
は
一
致
せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
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曾
丹
と
言
は
れ
た
の
は
、
学
者
・
詩
人
階
級
か
ら
出
た 

曾 

丹 

後 

ソ
ウ
タ
ン
ゴ

が
、
渾
名

化
し
て
更
に
略
称
せ
ら
れ
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
曾
丹
後
に
は
、
漢
詩
の
教

養
が
多
少
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
其
か
ら
出
た
観
察
点
に
至
つ
て
、
図
案
化

態
度
に
換
へ
る
に
、
感
覚
的
に
、
或
は
即
興
的
に
、
詠
み
捲
い
た
。
故
事
や
、

様
式
上
の
考
案
も
、
意
識
的
に
学
者
源
順
な
ど
の
方
法
の
外
に
出
て
ゐ
る
。

思
ふ
に
、
曾
丹
は
、
あ
の
作
物
を
残
し
た
に
拘
ら
ず
、
儒
者
気
質
の
頑
冥
と
、

自
負
と
、
卑
陋
と
を
含
ん
で
ゐ
る
点
、
其
出
身
の
学
曹
た
る
事
を
暗
示
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
源
順
な
ど
ゝ
識
つ
た
の
も
、
さ
う
し
た
関
係
か
ら
で
あ
ら

う
。

　
　
　
　
　
五
　
儒
者
の
国
文
学
に
与
へ
た
痕
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曾
丹
は
、
女
房
歌
の
抒
情
主
義
に
対
し
て
、
叙
景
態
度
を
立
て
た
人
で
あ
ら

う
。
或
は
寧
、
情
趣
本
位
の
主
客
融
合
境
地
を
お
し
出
し
て
来
た
も
の
で
あ

ら
う
。
古
今
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
の
風
で
あ
る
。
梨
壺
の
歌
人
は
、
学
者
と

伝
統
者
と
で
あ
つ
た
。
学
者
は
、
漢
学
見
地
か
ら
、
短
歌
に
学
術
的
の
基
礎

を
与
へ
よ
う
と
す
る
為
に
置
か
れ
た
の
だ
。
曾
丹
の
出
た
時
分
は
、
詩
文
に

お
け
る
故
事
・
類
句
を
見
習
う
て
、
歌
の
上
に
も
さ
う
し
た
物
に
よ
つ
て
、

歌
の
品
位
と
学
問
的
位
置
が
、
確
か
に
せ
ら
れ
よ
う
と
し
か
ゝ
つ
た
時
で
あ

つ
た
。
ま
く
ら
ご
と
が
歌
と
し
て
も
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
和
歌

所
の
人
々
は
、
万
葉
・
古
今
其
他
か
ら
其
を
採
り
出
さ
う
と
し
た
。

曾
丹
は
、
稍
方
面
を
異
に
し
た
。
気
候
方
位
の
月
位
の
月
令
式
主
題
を
採
つ
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て
、
之
に
恋
歌
を
対
立
さ
せ
た
。
其
所
属
と
し
て
口
ず
さ
み
歌
　
　
手
習
歌

に
も
　
　
に
と
の
考
へ
だ
ら
う
。
雑
の
部
に
で
も
入
れ
る
べ
き
も
の
を
列
ね

て
ゐ
る
。
二
個
所
、
四
季
・
恋
の
次
に
、
五
十
首
づ
ゝ
あ
る
。
方
位
に
属
す

る
物
名
の
歌
は
、
其
中
十
首
で
、
呪
文
な
ど
の
形
に
模
し
た
物
ら
し
い
。
此

は
、
四
季
・
恋
に
対
す
る
雑ザフ
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
雑
歌
が
歴
史
的

の
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
つ
て
、
謂
は
ゞ
、
歌
物
語
を
簡
明

に
、
集
成
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

曾
丹
集
に
此
条
に
は
二
個
所
と
も
、
安
積
山
・
浪
花
津
の
事
を
記
し
て
ゐ
る

の
は
、
多
分
好
忠
の
新
作
で
、
古
風
を
模
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
同
時
に
、

口
ず
さ
み
歌
を
手
習
ひ
に
用
ゐ
た
事
も
知
れ
、
其
が
歴
史
教
育
の
積
り
の
物

語
歌
で
あ
つ
た
事
も
訣
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
歌
の
功
徳
を
呑
み
こ
ま
せ
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た
も
の
で
あ
る
。
其
上
此
歌
は
「
あ
さ
か
山
」
の
歌
と
「
浪
花
津
」
の
歌
と

の
一
音
づ
ゝ
を
句
の
首
尾
に
据
ゑ
た
言
語
遊
戯
に
な
つ
て
ゐ
る
。

手
習
帳
を
双
紙
と
言
ふ
こ
と
も
、
用
語
の
上
か
ら
の
名
で
、
冊
子
と
謂
は
れ

た
体
裁
の
本
が
、
多
く
手
習
ひ
に
用
ゐ
ら
れ
た
為
、
手
習
ひ
に
使
ふ
物
は
、

皆
冊
子
と
い
ふ
事
に
な
つ
た
の
だ
。
折
り
本
の
法
帖
風
の
物
が
、
習
ふ
者
・

教
へ
る
者
両
方
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
口
遊
ク
イ
ウ
・
枕
冊
子
は
じ
め
、
倭

名
鈔
・
字
鏡
・
名
義
抄
の
類
か
ら
経
文
類
ま
で
書
写
せ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た

の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
事
実
と
文
字
と
、
語
彙
と
、
社
会
知
識
と
を
習
得

さ
せ
る
の
だ
。

其
が
少
年
か
ら
成
人
に
も
引
き
続
く
。
平
安
中
期
以
来
の
教
育
法
で
あ
る
。

か
う
し
た
物
の
外
に
「
連
ね
歌
」
が
あ
る
。
述
懐
を
表
す
形
式
の
様
で
あ
る
。
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尻
と
り
文
句
で
あ
る
。
此
は
元
、
問
答
体
か
ら
出
た
の
で
、
小
唄
に
も
讃
歌

に
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
上
句
・
下
句
を
連
ね
る
も
の
ば
か
り
と
は
言
へ
な

い
、
連
歌
の
一
体
な
の
で
あ
る
。
又
四
季
の
歌
の
初
め
処
々
に
、
長
歌
が
あ

り
、
又
は
し
が
き
や
、
集
の
序
な
ど
が
あ
る
。
一
つ
は
律
文
、
一
つ
は
散
文

と
見
え
る
け
れ
ど
も
、
根
本
的
に
は
同
じ
物
で
あ
る
。

源
順
集
の
序
に
も
、
さ
う
し
た
傾
向
が
見
え
る
。
古
今
序
な
ど
ゝ
は
、
大
分
、

音
律
関
係
が
変
つ
て
来
て
、
後
の
白
拍
子
・
隠
士
の
文
の
発
生
を
思
は
せ
る

も
の
だ
。
こ
れ
等
（
或
は
、
後
の
　
　
男
性
の
　
　
編
纂
者
の
書
き
入
れ
か

も
知
れ
ぬ
）
新
し
い
景
物
や
、
地
名
や
、
小
唄
・
神
歌
や
、
四
季
の
人
事
な

ど
を
媒
に
し
て
、
歌
心
を
助
け
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
事
は
明
ら
か
だ
。
形
式

や
、
表
現
或
は
部
類
か
ら
見
て
も
、
四
季
・
恋
・
雑
の
外
に
物
名
・
誹
諧
な
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ど
の
言
語
遊
戯
も
見
せ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
一
種
異
様
な
自
選
家
集
で
、
枕
冊

子
の
一
種
ら
し
い
企
て
を
示
し
て
ゐ
る
。
発
想
法
の
上
か
ら
言
ふ
と
、
わ
り

あ
ひ
苦
心
な
く
、
十
二
个
月
歌
だ
の
、
百
首
歌
な
ど
を
詠
ん
だ
ら
し
い
。
だ

か
ら
、
単
語
の
用
語
例
に
無
理
は
あ
つ
て
も
、
短
歌
の
し
ら
べ
に
は
関
せ
ぬ

も
の
が
多
い
。
恐
ら
く
古
今
集
の
よ
り
は
、
古
今
六
帖
に
近
く
、
又
其
を
も

ま
る
き
り
敷
き
写
す
事
を
せ
ず
、
こ
と
わ
ざ
・
民
謡
の
短
歌
の
形
で
残
つ
た

物
の
や
り
口
を
も
、
と
り
込
ん
で
居
た
の
で
あ
ら
う
。
大
体
に
亘
つ
て
、
曾

丹
風
は
、
先
輩
歌
人
を
通
じ
て
も
、
又
上
皇
自
身
直
接
に
も
と
り
入
れ
て
ゐ

る
。

源
経
信
は
実
は
、
後
鳥
羽
院
の
言
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、
平
安
末
期
百
五
十

年
の
初
め
か
ら
中
頃
へ
か
け
て
出
て
、
歌
の
転
換
の
方
向
を
示
し
た
人
で
あ
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る
。
今
残
つ
た
歌
は
尠
い
が
、
其
で
推
し
て
も
、
芸
術
家
ら
し
い
素
質
は
十

分
に
見
え
る
。
曾
丹
と
俊
頼
と
の
、
年
代
か
ら
も
作
物
か
ら
も
、
ち
よ
う
ど

中
間
に
位
す
る
人
で
あ
る
。
曾
丹
の
し
ら
べ
が
寧
、
古
今
調
だ
つ
た
の
に
比

べ
る
と
、
彼
は
著
し
く
変
つ
て
来
て
ゐ
る
。
王
朝
末
の
歌
人
は
、
古
今
に
亘

り
、
敵
御
方
み
か
た
の
歌
風
を
咀
嚼
し
て
居
た
。
其
風
の
早
く
著
し
く
見
え
た
の
は

此
人
で
、
巧
み
に
古
態
と
今
様
と
を
使
ひ
わ
け
て
ゐ
る
。

此
以
後
、
王
朝
末
の
歌
人
は
、
多
く
前
代
調
と
新
調
と
を
詠
み
分
け
る
様
に

な
つ
た
。
さ
う
し
て
両
派
に
対
す
る
同
情
も
あ
つ
た
。
俊
成
は
固
よ
り
新
古

今
の
歌
人
は
、
女
房
を
除
い
て
殆
ど
す
べ
て
さ
う
で
あ
つ
た
。
此
は
、
歌
合

せ
に
新
様
、
御
歌
会
に
は
旧
調
、
勅
撰
集
入
選
の
為
に
は
、
両
様
に
通
じ
て

置
く
必
要
が
あ
つ
た
為
で
あ
ら
う
が
、
歌
合
せ
に
お
け
る
歌
論
の
素
養
と
し
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て
、
さ
う
し
た
理
会
力
と
記
憶
と
、
其
運
用
の
自
在
を
尊
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。

経
信
は
、
此
気
運
の
先
導
者
で
あ
つ
た
。
歌
合
せ
の
中
心
と
し
て
重
ん
ぜ
ら

れ
、
次
第
に
勅
撰
集
批
判
な
ど
も
す
る
様
に
な
つ
た
。
か
う
し
て
一
世
の
歌

の
知
識
と
云
は
れ
た
。
此
人
前
後
か
ら
、
歌
合
せ
の
博
士
の
様
な
形
が
出
来

て
来
て
、
次
第
に
歌
派
の
対
立
が
生
ず
る
様
に
な
つ
た
。
旧
風
は
公
卿
風
の

も
の
で
あ
り
、
新
様
は
趣
向
歌
で
あ
る
。
此
が
調
和
し
て
は
、
経
信
の
清
醇

・
寂
寥
な
境
涯
が
開
け
た
。
此
歌
風
に
於
け
る
両
態
と
歌
学
と
が
俊
頼
に
伝

り
、
彼
は
新
風
の
方
へ
専
ら
進
ん
だ
。

　
　
　
　
　
六
　
前
代
文
学
の
融
合
と
新
古
今
集
と
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俊
頼
は
、
親
経
信
程
の
天
賦
は
な
か
つ
た
。
が
、
野
心
が
あ
つ
た
。
歌
枕
の

存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
枕
ご
と
は
多
く
あ
つ
て
も
、
ま
だ
組
織
せ
ら
れ
て

居
な
か
つ
た
。
其
を
民
間
伝
承
、
即
、
異
郷
趣
味
を
唆
る
様
な
、
特
殊
な
地

方
風
俗
・
名
産
・
方
言
或
は
　
　
既
に
固
定
し
た
文
学
用
語
・
枕
ご
と
以
外

に
、
古
典
的
な
清
純
な
感
情
を
起
す
体
言
・
用
言
・
助
辞
な
ど
も
、
現
代
通

用
の
粗
雑
な
整
頓
せ
ら
れ
な
い
都
鄙
の
口
語
文
法
な
ど
か
ら
、
識
別
採
用
す

る
風
雅
意
識
は
十
分
に
あ
つ
た
。
現
代
語
・
庶
物
説
明
説
話
の
童
話
に
近
い

親
し
み
を
持
つ
た
も
の
　
　
か
う
し
た
精
神
伝
承
に
関
し
て
ゐ
る
も
の
も
、

目
標
に
し
て
居
た
様
で
あ
る
。
だ
か
ら
大
体
や
は
り
、
民
間
の
物
な
が
ら
、

古
典
の
味
あ
る
も
の
を
と
つ
た
訣
だ
。

此
は
、
好
忠
も
或
点
ま
で
、
組
織
な
し
に
で
は
あ
る
が
、
用
ゐ
て
ゐ
た
。
俊
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頼
は
か
う
し
て
、
歌
の
世
界
に
刺
戟
を
与
へ
た
が
、
自
分
の
作
物
は
、
破
壊

意
識
の
為
や
ら
、
用
語
や
題
材
か
ら
来
る
過
度
の
音
調
の
緊
張
や
ら
か
ら
、

態
度
の
露
出
し
た
不
熟
な
物
が
多
か
つ
た
。
其
新
題
材
、
或
は
新
用
語
を
、

芸
術
化
す
る
整
頓
・
融
合
の
し
ら
べ
が
な
か
つ
た
。
感
じ
方
・
と
り
方
・
表

し
方
な
ど
が
、
一
向
旧
来
の
型
を
出
て
居
な
か
つ
た
。
其
為
、
俊
頼
の
事
業

の
す
べ
て
歴
史
化
し
た
今
で
も
、
し
つ
く
り
と
来
な
い
。
や
は
り
騒
し
い
歌

が
多
い
。
散
木
奇
歌
集
の
奇
歌
の
義
が
叶
ひ
過
ぎ
て
居
る
の
は
傷
ま
し
い
。

此
外
に
も
、
基
俊
の
古
風
が
あ
る
。
万
葉
集
に
拠
る
と
称
し
て
、
俊
頼
に
対

抗
し
た
が
、
俊
頼
の
歌
風
　
　
寧
む
し
ろ情
調
　
　
が
万
葉
風
に
感
じ
ら
れ
る
の
に
、

此
は
万
葉
の
中
の
題
目
や
名
辞
、
稀
に
は
本
歌
を
と
り
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

歌
枕
の
採
集
地
と
し
て
、
万
葉
を
扱
う
た
ま
で
ゞ
あ
つ
た
。
尚
、
一
流
、
藤
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原
顕
輔
が
あ
つ
て
、
俊
頼
と
は
り
合
う
た
。

此
時
代
か
ら
、
武
家
の
勢
力
と
、
習
慣
と
が
、
次
第
に
沁
み
込
ん
で
、
系
図

と
家
職
と
の
関
係
が
浅
く
な
つ
た
。
一
方
又
、
儒
学
の
伝
統
式
を
移
し
て
も

よ
い
だ
け
の
学
問
的
組
織
と
公
認
と
を
持
つ
て
来
て
ゐ
た
の
だ
。
大
江
・
菅

原
又
は
藤
原
の
庶
流
か
ら
出
た
儒
学
者
の
中
に
も
、
歌
の
方
へ
方
向
を
転
じ

る
者
も
出
来
て
来
た
。
顕
輔
系
統
と
俊
頼
系
統
と
の
外
に
、
尚
幾
流
も
、
さ

う
し
た
半
成
立
の
歌
学
伝
統
が
出
来
か
け
て
、
一
二
代
で
、
伝
統
を
失
ふ
者

も
あ
つ
た
。
大
体
に
、
顕
輔
統
に
は
、
歌
学
・
歌
論
が
多
く
、
俊
頼
統
に
は
、

尠
か
つ
た
。

俊
成
は
、
顕
輔
伝
統
に
養
は
れ
て
居
た
間
に
、
其
に
通
じ
て
了
う
た
の
で
あ

ら
う
。
基
俊
の
学
殖
と
、
古
態
の
歌
と
、
俊
頼
の
今
様
の
詠
み
口
を
併
せ
て
、
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更
に
其
他
の
諸
家
の
主
張
や
、
伝
承
を
吸
ひ
込
ん
だ
。
其
上
、
古
今
・
伊
勢

・
日
記
・
家
集
な
ど
を
研
究
し
た
。
大
成
家
で
あ
り
、
伝
統
の
綜
合
者
で
も

あ
つ
た
。
其
作
物
を
見
て
も
、
あ
る
物
は
寧
、
平
水
付
し
た
様
に
見
え
、
諸

派
の
味
ひ
を
兼
ね
て
居
る
様
で
あ
り
、
あ
る
物
は
、
個
々
の
流
義
に
傾
い
て

ゐ
る
様
に
見
え
る
。
古
態
・
新
態
・
変
態
・
漢
様
・
寺
家
様
・
至
上
風
・
女

房
風
・
殿
上
風
・
地
下
風
と
変
化
自
在
に
見
え
る
。

だ
が
、
こ
の
人
の
素
質
に
ぴ
つ
た
り
し
て
ゐ
る
ら
し
い
歌
風
は
、
女
房
風
の

も
の
ら
し
い
。
俊
成
の
若
盛
り
か
ら
女
房
風
は
、
纏
綿
連
環
の
し
ら
べ
を
著

し
く
見
せ
て
来
た
。
小
股
す
く
ひ
や
、
人
ぢ
ら
し
は
は
や
ら
ず
、
心
く
ら
べ

の
形
に
な
つ
て
来
た
。
物
語
歌
と
地
の
文
と
の
関
係
に
創
作
動
機
の
別
殊
な

動
き
を
感
じ
て
、
此
を
と
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
は
女
房
風
に
対
す
る
理
会
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が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
女
房
風
は
、
わ
が
真
心
の
程
度
ま
で
、
相
手
が
心

が
あ
る
か
と
疑
ふ
態
度
で
、
不
満
足
を
予
期
し
た
様
な
、
悲
観
気
分
が
満
ち

て
居
る
。
あ
ら
か
じ
め
、
失
恋
し
て
か
ゝ
つ
て
居
る
の
だ
。
失
恋
歌
が
、
女

房
歌
の
中
心
に
な
つ
て
来
た
。
し
ら
べ
は
纏
綿
、
歌
口
は
ね
つ
と
り
で
あ
つ

た
。
さ
う
し
て
其
よ
り
も
、
も
つ
と
離
れ
た
位
置
か
ら
、
情
趣
の
世
界
と
、

気
分
と
を
描
か
う
と
す
る
態
度
を
感
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
自
分
は
第
三
者
と

し
て
即
か
ず
離
れ
ず
に
居
て
、
純
主
観
態
度
か
ら
出
ぬ
味
ひ
の
あ
る
事
を
知

つ
た
の
で
あ
る
。
前
代
以
来
感
傷
誇
張
の
小
説
化
の
傾
向
を
持
つ
て
来
た
女

房
歌
流
の
抒
情
詩
は
、
俊
成
の
努
力
で
著
し
く
変
つ
て
行
つ
た
。

千
載
集
以
後
の
恋
歌
の
特
徴
は
、
中
性
表
現
の
も
の
で
あ
る
。
恋
の
あ
は
れ

を
描
き
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
自
分
の
実
感
吐
露
や
、
心
理
解
剖
は
、
二
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の
次
に
な
つ
た
。
贈
答
用
の
機
智
や
恋
の
難
題
を
詠
み
了
せ
る
事
の
外
に
、

今
一
つ
美
し
い
幻
影
の
存
在
を
ば
知
つ
た
の
だ
。
恋
す
る
人
の
心
が
、
叙
事

的
興
味
か
ら
起
る
情
趣
に
包
ま
れ
て
、
真
実
よ
り
も
優
れ
た
美
と
し
て
触
れ

る
事
を
目
が
け
た
の
だ
。
し
ら
べ
の
裏
に
は
あ
は
れ
な
人
生
が
纏
綿
し
て
来

た
。
源
氏
物
語
風
の
柔
い
だ
悲
劇
的
快
感
を
表
さ
う
と
し
た
の
だ
。
作
歌
に

は
誤
算
が
あ
り
、
主
義
態
度
の
目
覚
め
が
な
か
つ
た
。
幽
玄
体
も
、
此
で
お

し
て
行
つ
て
到
着
す
べ
き
で
あ
つ
た
。
主
義
と
し
て
の
理
智
に
囚
は
れ
て
、

し
ら
べ
か
ら
幽
玄
を
滲
ま
せ
よ
う
と
せ
ず
、
思
想
で
見
せ
よ
う
と
し
た
。
だ

か
ら
彼
の
自
讃
し
た
ら
し
い
作
物
の
方
に
其
は
な
か
つ
た
。
却
つ
て
女
房
風

の
ね
つ
と
り
し
た
恋
歌
な
ど
に
稍
さ
う
し
た
傾
向
の
も
の
が
見
え
る
。
此
を

襲つ
い
だ
者
は
、
個
人
の
体
験
を
超
え
て
、
而
も
内
的
事
実
で
あ
る
様
に
、
詠
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む
事
で
あ
つ
た
。
其
あ
は
れ
を
更
に
、
風
物
現
象
に
絡
め
て
、
え
ん
な
る
仮

象
を
起
さ
う
と
し
た
。
其
を
著
し
く
実
現
し
、
或
は
過
度
に
効
果
を
示
し
た

の
が
、
新
古
今
の
人
々
で
あ
る
。

俊
成
は
さ
う
し
た
ゆ
く
て
を
漠
然
と
見
て
ゐ
た
人
で
あ
つ
た
。
彼
は
、
趣
味

と
し
て
は
、
俊
頼
に
、
更
に
頼
政
に
伝
つ
て
ゐ
る
表
現
の
か
つ
き
り
し
た
今

様
で
、
印
象
的
な
も
の
に
傾
い
た
。
或
は
隠
士
が
優
越
し
た
心
持
ち
で
、
笑

ひ
話
で
も
す
る
様
な
、
砕
け
て
ゐ
て
、
人
世
観
の
含
め
ら
れ
て
ゐ
る
様
な
も

の
を
も
好
ん
だ
。
だ
が
、
此
分
は
、
西
行
に
具
体
化
せ
ら
れ
て
、
正
風
の
誹

諧
の
基
調
に
な
つ
た
の
だ
が
、
俊
成
に
は
さ
う
言
ふ
方
面
へ
進
む
に
は
、
歌

風
に
対
す
る
博
い
知
識
と
、
其
愛
著
と
が
、
あ
り
余
つ
て
居
た
。
彼
は
心
弱

い
人
で
あ
つ
た
。
い
つ
ま
で
引
き
づ
ら
れ
て
行
つ
て
、
あ
ゝ
し
た
地
位
に
達
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し
た
も
の
か
と
思
ふ
。
だ
か
ら
、
刺
戟
は
す
べ
て
受
け
こ
ん
だ
。
年
と
つ
て

後
も
、
若
い
新
古
今
歌
人
の
影
響
を
、
逆
に
取
り
入
れ
て
ゐ
る
。

一
体
新
古
今
時
代
の
人
々
は
、
党
派
関
係
以
外
に
、
創
作
鑑
賞
の
上
か
ら
は
、

各
歌
風
を
認
め
羨
む
だ
け
の
自
由
さ
が
あ
つ
た
。
此
が
、
後
に
も
先
に
も
な

く
な
る
事
実
で
あ
る
。
院
の
包
容
態
度
か
ら
来
て
も
居
よ
う
。
併
し
其
は
、

歌
の
学
問
化
か
ら
来
た
の
だ
。
各
派
に
亘
り
、
諸
態
に
隈
な
い
理
会
と
、
製

作
力
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
せ
ら
れ
た
。
此
久
し
い
傾
向
が
俊
成
に
な

つ
て
一
層
お
し
拡
げ
ら
れ
た
。

文
学
上
に
も
他
力
宗
の
あ
な
た
任
せ
を
守
つ
た
俊
成
は
、
大
き
な
意
志
を
予

想
し
た
。
唯
、
心
寂シヅ
か
な
精
進
に
よ
つ
て
、
待
つ
べ
き
神
興
を
考
へ
て
居
た

ら
し
い
。
彼
は
、
感
謝
の
念
を
持
ち
易
か
つ
た
。
彼
は
、
す
ぐ
れ
て
印
象
的
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な
叙
景
詩
に
も
進
ん
だ
。
此
頃
か
ら
、
歌
の
大
家
と
あ
る
者
は
、
ど
こ
か
習

ひ
手
と
違
つ
た
姿
を
作
つ
て
居
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
考
へ
を
持
つ
た
様
だ
。

人
々
に
は
、
叙
景
の
歌
な
ど
も
作
ら
せ
て
ゐ
た
が
、
自
分
で
は
、
今
一
つ
上

の
位
と
思
は
れ
る
処
を
、
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
玉
葉
・
風
雅
の
優
れ

た
歌
風
を
作
つ
た
為
兼
も
が
、
自
身
は
思
ひ
入
つ
た
形
を
見
せ
よ
う
と
し
て
、

不
思
議
な
作
物
な
ど
を
残
し
た
。
あ
ゝ
し
た
師
範
家
の
意
識
は
、
俊
成
に
も

動
い
て
居
た
の
で
あ
る
。
前
に
掲
げ
た
藤
原
忠
良
の
歌
や
、
若
い
頃
の
良
経
、

或
は
式
子
内
親
王
、
殊
に
著
し
く
宮
内
卿
に
出
た
歌
風
、
さ
う
し
て
新
古
今

の
基
調
に
な
つ
た
感
覚
的
な
描
写
態
度
と
、
緊
張
し
た
語
感
と
の
調
和
は
、

恐
ら
く
彼
の
唱
導
の
最
適
合
し
た
時
代
の
好
み
で
も
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。
彼

は
ね
つ
と
り
調
と
、
た
け
高
調
と
を
融
合
さ
せ
、
艶
な
る
境
地
に
達
し
よ
う
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と
目
ざ
し
た
。

唯
え
ん
に
と
言
ふ
語
の
用
語
例
の
多
方
面
で
あ
つ
た
こ
と
が
、
概
念
を
煩
し

て
ゐ
た
。
「
艶
」
の
字
を
宛
て
る
程
、
美
し
い
方
面
へ
傾
い
て
来
て
ゐ
た
。

「
言
は
ゞ
不エ
得ニ
」
　
　
言
は
う
と
す
れ
ば
言
へ
な
い
で
　
　
の
句
の
固
定
し

た
形
え
に
の
変
形
だ
と
言
ふ
こ
と
は
忘
ら
れ
て
来
た
。
唯
の
「
妙
不
可
説
」

の
意
に
も
と
り
「
不
可
説
の
美
」
に
も
通
じ
、
解
説
・
飜
訳
以
上
の
も
の
と

言
ふ
義
に
も
と
れ
た
。
か
う
し
た
術
語
の
不
精
確
か
ら
、
伝
統
は
幾
つ
に
も

岐
れ
る
の
が
常
だ
。
動
揺
し
て
ゐ
る
日
常
語
に
よ
つ
て
、
学
術
上
の
概
念
を

定
め
た
の
で
、
歌
の
様
態
の
上
の
幾
種
か
の
型
は
、
所
謂
三
歌
式
以
来
、
各

家
皆みな
術
語
を
異
に
し
て
居
る
。
其
が
平
安
末
に
、
流
派
々
々
が
明
ら
か
に
立

つ
と
共
に
統
一
せ
ら
れ
て
来
た
か
と
思
ふ
と
、
又
、
部
分
的
の
変
改
が
加
つ
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て
来
る
、
と
言
つ
た
あ
り
様
だ
。
我
先
に
異
色
を
立
て
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
而
も
、
術
語
の
概
念
の
範
囲
に
つ
い
て
の
争
ひ
な
ど
の
な
か
つ
た
の
は
、

不
思
議
で
あ
る
。
唯
、
幽
玄
態
と
言
ふ
語
は
、
人
気
が
あ
つ
た
。
俊
成
が
強

調
し
、
新
古
今
歌
風
の
目
標
に
な
つ
て
ゐ
た
。
其
為
、
後
々
歌
道
師
範
家
・

連
歌
師
な
ど
が
、
愈
々
、
語
に
神
秘
性
を
帯
び
さ
せ
て
来
た
。

新
古
今
と
、
其
前
後
と
は
各
お
の
お
の違
つ
て
ゐ
る
。
此
時
代
よ
り
後
に
な
る
と
、
禅

宗
が
渡
来
し
て
、
隠
者
階
級
や
歌
学
者
に
、
其
方
の
考
へ
方
を
利
用
す
る
者

が
出
て
来
た
。
だ
か
ら
、
俊
成
前
後
で
は
、
思
索
法
か
ら
し
て
違
つ
て
来
て

ゐ
る
。
俊
成
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
え
ん
な
歌
、
其
辞
句
以
外
に
風

姿
か
ら
生
れ
て
来
る
気
分
の
ひ
そ
か
で
微
か
で
、
纏
綿
す
る
様
に
感
ぜ
ら
れ

る
も
の
、
か
う
言
つ
た
静
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
新
古
今
に
な
る
と
え
ん
の
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外
に
、
た
け
の
高
さ
を
加
へ
て
来
て
ゐ
る
。

　
　
う
ち
し
め
り
　
あ
や
め
ぞ
か
を
る
。
時
鳥
な
く
や
　
五
月
の
雨
の
夕
ぐ

　
　
れ
（
良
経
　
　
新
古
今
巻
三
）

良
経
の
此
歌
は
千
載
・
新
古
今
の
幽
玄
と
艶
と
の
岐
れ
目
を
示
す
も
の
で
あ

ら
う
。
調
子
の
纏
綿
し
て
居
る
処
は
、
俊
成
風
で
あ
る
。
「
あ
や
め
ぞ
か
を

る
」
と
「
時
鳥
」
と
の
関
係
は
、
知
識
的
に
は
断
れ
て
見
え
る
が
、
情
調
的

に
は
続
い
て
ゐ
る
。
境
地
は
印
象
し
に
く
い
。
「
時
鳥
な
く
や
五
月
」
は
、

古
今
集
か
ら
出
た
本
歌
だ
け
に
「
時
鳥
な
く
や
」
が
枕
詞
に
と
れ
る
。
時
鳥

は
鳴
い
た
の
か
。
唯
五
月
の
雨
の
夕
ぐ
れ
に
、
あ
や
め
が
か
を
つ
て
来
る
と

言
ふ
の
か
。
ど
ち
ら
に
も
結
著
の
つ
か
な
い
気
分
に
残
さ
れ
る
。
此
が
次
義

の
え
ん
で
、
其
ど
れ
と
言
ふ
刺
戟
も
な
く
て
、
全
体
か
ら
来
る
幽
雅
な
美
を
、
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仮
感
の
方
か
ら
も
感
じ
た
の
だ
ら
う
。
枕
詞
と
採
つ
た
方
が
歌
と
し
て
は
よ

い
が
、
困
る
こ
と
は
、
此
頃
の
枕
詞
が
、
又
さ
う
し
た
概
念
で
考
へ
ら
れ
て

ゐ
た
の
だ
。
此
歌
は
、
新
古
今
式
に
は
幽
玄
で
な
い
が
、
此
を
印
象
的
に
、

聯
想
の
余
地
を
作
つ
て
た
け
を
出
し
て
来
た
ら
、
や
は
り
幽
玄
に
入
る
の
だ

つ
た
。

枕
詞
・
歌
枕
と
い
ふ
語
も
、
常
に
動
い
て
居
た
の
で
、
第
一
義
は
既
に
述
べ

た
が
、
而
も
疑
ふ
べ
き
は
新
撰
髄
脳
で
、
果
し
て
公
任
作
か
ど
う
か
と
思
は

れ
る
程
だ
。
枕
は
歌
の
上
の
常
用
語
で
、
必
一
つ
は
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
意
義

の
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
。
其
語
を
据
ゑ
る
事
に
よ
つ
て
起
さ
れ
る
所
の
幻
影

を
、
歌
全
体
が
被
る
。
だ
か
ら
、
上
の
句
に
ま
づ
置
場
処
を
き
め
て
、
実
相

を
描
写
し
た
下
の
句
に
、
其
気
分
を
匂
は
し
か
け
る
。
基
調
主
題
、
即
、
頭
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の
位
置
を
定
め
る
枕
に
似
た
義
の
考
へ
出
さ
れ
た
事
が
見
え
る
。
其
中
か
ら
、

古
く
て
、
単
語
と
言
ふ
よ
り
、
句
の
形
を
と
つ
て
居
る
も
の
と
、
枕
詞
序
歌

を
も
込
め
て
枕
詞
と
言
ふ
様
に
な
つ
た
ら
し
い
。

わ
り
に
古
い
歌
枕
は
、
初
め
は
、
古
書
に
出
た
地
名
・
行
事
の
称
呼
・
日
常

語
の
雅
訳
し
た
も
の
な
ど
を
言
う
て
居
た
様
で
あ
る
。
即
、
名
所
・
人
事
・

季
題
の
定
ま
る
基
で
、
同
時
に
、
異
名
を
問
題
に
さ
せ
初
め
た
の
で
あ
る
。

古
語
及
び
意
の
訣
ら
ぬ
も
の
を
、
現
代
の
物
に
推
し
当
て
た
死
語
、
漢
・
仏

籍
の
語
を
直
訳
し
た
も
の
な
ど
が
、
段
々
出
る
導
き
を
し
た
。
さ
う
し
て
、

俊
頼
が
民
間
伝
承
を
入
れ
る
因
に
も
な
つ
た
の
だ
。
歌
の
上
の
文
学
用
語
で

あ
る
と
共
に
、
歌
枕
は
、
本
来
の
用
と
し
て
、
歌
の
風
韻
を
作
る
も
の
で
あ

つ
た
。
此
が
連
歌
に
入
り
、
誹
諧
に
入
つ
て
「
座
」
と
な
る
。
其
放
散
す
る
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風
韻
が
、
一
聯
の
気
分
を
統
一
す
る
様
に
な
つ
た
。
其
が
誹
諧
の
盛
ん
に
な

る
に
連
れ
て
、
季
を
専
ら
と
す
る
風
に
傾
い
て
行
つ
た
の
だ
。

和
歌
及
び
歌
学
は
、
一
つ
で
、
学
問
と
考
へ
ら
れ
た
。
創
作
の
才
は
、
学
識

に
よ
つ
て
定
ま
る
も
の
と
見
た
。
歌
枕
其
他
、
故
事
・
格
式
を
知
ら
ね
ば
作

れ
ぬ
も
の
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
俊
成
以
前
か
ら
遠
く
兆
し
て
居
た
の
だ
。

頑
な
に
信
じ
、
愚
か
に
伝
来
を
重
ん
ず
る
武
家
時
代
で
は
、
和
歌
を
作
る
事

は
学
者
と
な
る
事
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
、
連
歌
が
文
学
と
な
り
、
和
歌
は
学

問
と
考
へ
ら
れ
た
。
連
歌
を
作
る
為
に
も
、
学
問
と
し
て
、
短
歌
及
び
其
系

統
の
物
語
を
修
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ぜ
ら
れ
た
。
さ
う
し
て
、
誹
諧
は
連
歌

に
対
し
て
、
段
々
に
、
其
昔
、
連
歌
が
和
歌
の
余
興
で
あ
つ
た
様
な
位
置
に

直
つ
た
。
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新
古
今
同
人
が
俊
成
の
発
見
を
具
体
化
し
た
の
が
、
其
前
の
恋
歌
で
あ
る
。

彼
等
は
描
か
う
と
す
る
か
は
り
に
、
文
章
の
渦
ま
き
に
捲
き
込
ま
う
と
し
た
。

倭
魂
を
つ
き
つ
め
て
得
よ
う
と
し
た
。
即
い
ろ
好
み
の
生
活
を
歌
に
表
す
の

で
あ
る
。
恋
歌
を
作
る
の
に
、
様
々
な
複
雑
な
状
態
の
心
理
を
も
考
へ
ね
ば

な
ら
ぬ
様
に
恋
の
題
は
殖
え
て
ゐ
た
。
一
方
古
く
歌
の
主
題
の
向
ふ
至
極
地

は
、
恋
愛
に
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
様
に
な
つ
て
来
て
ゐ
た
。
其
故
、
恋
は
す
べ

て
の
歌
の
枕
で
あ
る
様
に
考
へ
ら
れ
、
恋
歌
気
分
を
総
て
の
歌
に
、
被
せ
よ

う
と
し
て
来
た
。
其
が
最
著
し
く
本
質
的
に
恋
歌
気
分
を
纏
綿
さ
せ
る
様
に

な
つ
た
の
は
、
此
集
で
あ
る
。
恋
歌
を
主
題
と
し
て
、
幽
玄
に
徹
し
よ
う
試

み
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

隠
者
階
級
の
種
蒔
き
鴨
長
明
に
は
、
先
輩
が
あ
つ
た
。
俊
頼
の
子
の
俊
慧
法
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師
で
あ
る
。
家
学
の
伝
統
に
執
す
る
必
要
も
な
く
、
神
仏
に
も
著
ヂ
ヤ
クせ
ず
、
当

代
の
歌
人
に
対
し
て
も
、
自
由
に
つ
き
会
つ
て
居
た
や
う
だ
。
俊
頼
の
た
ゞ

ご
と
主
義
は
、
歌
に
従
来
の
歌
枕
以
外
の
語
を
入
れ
、
優
美
と
考
へ
ら
れ
て

居
な
い
事
象
を
も
優
美
に
す
る
こ
と
で
、
其
結
果
は
却
つ
て
、
奇
歌
を
作
つ

た
。
俊
慧
は
此
考
へ
の
概
念
を
改
め
て
、
技
巧
に
関
心
せ
ず
、
平
々
と
一
気

に
歌
ひ
あ
げ
て
、
た
け
あ
る
歌
を
作
ら
う
と
し
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
感
激
と

気
魄
と
に
任
せ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
風
格
は
、
隠
者
文
学
の
先
型

と
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
隠
者
は
、
古
来
社
会
の
制
度
外
で
あ
る
。
此
に
入

る
と
、
階
級
的
制
約
を
離
れ
る
か
ら
、
上
流
の
人
と
接
す
る
に
も
、
従
来
の

作
法
に
よ
ら
な
い
で
よ
い
事
に
な
り
、
自
由
に
出
入
り
が
出
来
た
の
だ
。
つ

ま
り
僧
侶
と
同
じ
待
遇
を
受
け
る
の
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
後
ほ
ど
、
名
だ
け
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法
師
で
半
俗
生
活
を
営
ん
で
居
る
も
の
が
殖
え
て
来
た
。

同
じ
感
興
派
で
も
、
俊
慧
の
、
伝
統
の
固
定
し
た
鈍
さ
を
持
つ
た
の
と
は
別

に
、
西
行
は
感
傷
性
に
富
ん
で
居
た
。
西
行
は
、
此
ま
で
、
平
安
朝
歌
人
の

心
づ
か
な
い
発
想
法
を
発
見
し
た
。
歌
枕
や
、
歌
の
制
約
に
囚
は
れ
な
い
で
、

歌
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
実
感
を
包
ん
で
出
す
衣
が
、
三
十
一
字
で
あ
つ
た
の

を
、
実
感
そ
の
ま
ゝ
皮
膚
と
な
り
、
肉
と
な
る
事
を
知
つ
た
。
彼
も
、
常
に

都
に
上
つ
て
居
た
ら
、
其
歌
の
半
分
が
既
に
さ
う
な
つ
て
ゐ
る
様
に
、
先
づ

屏
風
絵
に
描
き
替
へ
、
物
語
絵
に
写
し
改
め
た
様
な
も
の
ば
か
り
残
し
た
で

あ
ら
う
。
彼
の
雲
水
生
活
が
此
を
救
ひ
、
様
々
の
風
物
・
人
事
に
触
れ
さ
せ
、

感
傷
性
を
鍛
へ
て
悲
劇
的
精
神
を
作
つ
た
。
だ
か
ら
彼
の
作
物
の
よ
い
物
は
、

蔭
に
感
傷
性
を
蔵
し
て
居
る
。
其
気
分
に
融
し
こ
ん
だ
自
然
で
あ
り
、
人
事
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で
あ
つ
た
。

西
行
も
、
人
事
を
詠
む
時
は
、
自
然
を
受
け
入
れ
る
様
に
は
ゆ
か
な
い
で
、

歌
の
匂
ひ
を
思
ひ
、
た
け
を
整
へ
、
恋
歌
じ
た
て
の
作
物
を
と
つ
た
。
芭
蕉

が
、
彼
の
作
物
か
ら
悟
つ
た
「
し
を
り
」
や
「
さ
び
」
は
、
悲
劇
的
精
神
か

ら
出
た
の
で
あ
つ
た
。
わ
び
し
い
・
か
す
か
な
・
ひ
そ
か
な
心
境
の
現
れ
た

作
物
に
つ
い
て
言
ふ
語
で
あ
る
。
し
ら
べ
を
境
に
し
て
内
的
に
観
察
し
て
さ

び
と
言
ひ
、
形
式
的
に
感
受
す
る
静
か
な
曲
折
の
連
続
を
、
し
を
り
と
言
ふ

の
だ
。

か
う
し
た
先
輩
や
、
教
導
者
の
後
に
出
ら
れ
た
の
が
、
後
鳥
羽
院
で
あ
つ
た
。

万
葉
の
昔
か
ら
、
当
代
に
亘
り
、
す
べ
て
の
歌
風
と
、
歌
学
の
伝
統
を
網
羅

し
よ
う
と
努
め
ら
れ
、
同
好
者
の
間
に
濃
い
雰
囲
気
を
愈
密
に
し
て
ゆ
か
れ
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た
。

そ
こ
へ
、
至
尊
風
の
し
ら
べ
が
時
に
出
て
来
て
は
、
新
古
今
風
の
中
に
、
大

が
ら
な
味
ひ
を
加
へ
た
。
結
局
「
細
み
」
の
出
て
来
る
事
は
稀
に
な
つ
た
。

当
時
で
言
へ
ば
、
近
世
の
大
歌
人
た
る
経
信
以
来
、
皆
た
け
を
高
め
る
事
に

努
め
て
居
た
。
「
細
み
」
を
出
す
西
行
風
の
人
が
あ
つ
て
も
、
僧
侶
の
歌
を

見
る
態
度
で
鑑
賞
し
た
か
ら
、
内
容
の
わ
び
し
さ
だ
け
が
訣
つ
て
、
其
し
ら

べ
は
寺
家
流
の
平
俗
体
と
感
ぜ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
感
傷
性
で
な
か
つ
た
院

は
、
西
行
の
わ
び
し
さ
か
ら
す
ら
、
え
ん
な
味
ひ
を
の
み
吸
収
せ
ら
れ
た
ら

し
い
の
で
あ
る
。

院
の
好
み
は
、
歌
合
せ
・
連
歌
・
誹
諧
以
外
の
芸
術
・
遊
戯
に
も
広
か
つ
た
。

白
拍
子
の
舞
は
勿
論
、
唄
も
嗜
ま
れ
て
、
白
拍
子
合
せ
す
ら
行
は
し
め
ら
れ
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た
。
今
様
は
王
朝
末
に
外
典
凝
り
の
公
家
の
間
に
、
朗
詠
に
替
る
は
い
か
ら

な
新
様
式
・
新
内
容
の
文
学
と
し
て
行
は
れ
出
し
た
が
、
此
も
謡
ふ
白
拍
子

た
ち
の
今
様
詞
曲
の
固
定
や
、
新
し
く
起
つ
た
宴
曲
其
他
の
為
に
圧
せ
ら
れ

て
、
里
か
ら
再
、
寺
へ
戻
つ
た
。
作
歌
者
も
、
僧
侶
階
級
に
止
る
や
う
に
な

つ
た
。
ま
だ
此
頃
は
、
前
代
の
な
ご
り
で
、
文
学
と
し
て
行
は
れ
た
こ
と
は
、

前
に
も
述
べ
た
。
此
文
学
を
通
じ
て
、
讃
歌
の
味
ひ
も
這
入
つ
て
居
る
。
寺

家
の
講
式
・
説
経
な
ど
の
節
ま
は
し
や
、
内
容
も
影
響
し
て
、
歌
枕
の
制
約

な
ど
は
蹶
飛
ば
し
て
、
叙
事
的
の
態
度
も
、
歌
の
上
に
は
出
さ
れ
て
来
た
。

此
芸
謡
調
は
、
院
の
御
製
に
著
し
く
出
て
来
た
。
良
経
の
方
に
は
、
此
を
飜

案
し
た
歌
が
あ
る
。
院
の
は
、
し
ら
べ
の
上
に
出
さ
れ
た
。
此
か
ら
見
る
と
、

院
の
方
が
良
経
よ
り
も
味
ひ
は
体
得
し
て
居
ら
れ
た
。
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芸
謡
中
の
語
は
、
既
に
以
前
に
も
、
作
中
に
詠
み
こ
ん
だ
人
も
あ
る
が
、
院

の
は
、
其
な
げ
や
り
ぶ
し
の
拍
子
が
其
ま
ゝ
出
て
ゐ
る
。

　
　
ふ
る
郷
を
、
別
れ
路
に
生
ふ
る
葛
の
葉
の
　
秋
は
く
れ
ど
も
、
帰
る
世

　
　
も
な
し
（
増
鏡
）

　
　
思
ひ
出
づ
る
を
り
た
く
柴
の
　
夕
煙
。
む
せ
ぶ
も
嬉
し
。
忘
れ
が
た
み

　
　
に
（
新
古
今
巻
八
）

　
　
秋
さ
れ
ば
、
い
と
ゞ
思
ひ
を
ま
し
ば
刈
る
　
此
里
人
も
、
袖
や
露
け
き

　
　
（
玉
葉
巻
四
）

　
　
思
ふ
こ
と
　
我
が
身
に
あ
り
や
。
空
の
月
。
片
敷
く
袖
に
、
置
け
る
白

　
　
露
（
新
後
拾
遺
巻
五
）

だ
か
ら
此
等
の
歌
な
ど
も
、
従
来
の
歌
に
す
る
と
同
じ
鑑
賞
法
で
見
て
は
、
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間
違
ひ
で
あ
る
。
西
行
の
わ
び
し
さ
よ
り
も
、
民
間
の
た
め
息
調
を
い
ち
は

や
く
理
会
せ
ら
れ
た
の
だ
。
上
方
・
江
戸
の
長
唄
・
端
唄
・
浄
瑠
璃
な
ど
を

通
じ
て
出
て
来
る
唄
の
利
き
文
句
に
は
、
古
く
か
ら
の
伝
襲
が
多
い
。
地
方

の
民
謡
に
は
、
ま
だ
完
全
に
も
、
崩
れ
た
形
で
ゞ
も
、
室
町
時
分
の
俤
を
残

し
た
歌
が
、
現
実
に
謡
は
れ
て
ゐ
る
。
院
の
御
製
に
、
江
戸
の
中
頃
や
末
に

起
つ
た
歌
浄
瑠
璃
や
、
端
唄
・
小
唄
の
発
想
法
や
、
其
感
触
が
交
つ
て
ゐ
て

も
、
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
。
平
安
末
の 

雑  

芸 

ザ
フ
ゲ
イ

に
は
、
江
戸
の
初
期
に

も
、
ま
だ
節
の
末
が
残
つ
て
居
た
。
貫
之
や
清
少
納
言
の
興
味
を
唆
つ
た
童

謡
・
小
唄
・
雑
芸
な
ど
よ
り
、
又
梁
塵
秘
抄
の
讃
歌
・
神
歌
以
外
の
雑
歌
　

　
催
馬
楽
・
風
俗
式
の
内
容
よ
り
も
、
更
に
新
し
く
　
　
次
に
起
ら
う
と
し

て
ゐ
た
閑
吟
集
な
ど
に
採
用
せ
ら
れ
た
し
ら
べ
・
感
触
で
あ
る
。
誰
も
成
功
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し
な
か
つ
た
民
謡
調
を
、
存
外
す
ら
〳
〵
と
し
ら
べ
出
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
。

後
鳥
羽
院
の
「
思
ひ
出
づ
る
を
り
た
く
柴
の
夕
煙
。
む
せ
ぶ
も
う
れ
し
。
忘

れ
が
た
み
に
」
の
歌
と
関
係
の
あ
る

　
　
何
と
ま
た
　
忘
れ
て
す
ぐ
る
袖
の
上
に
、
ぬ
れ
て
し
ぐ
れ
の
　
お
ど
ろ

　
　
か
す
ら
む
（
家
長
日
記
）

な
ど
も
、
「
何
と
ま
た
」
か
ら
し
て
味
ひ
が
違
ふ
。
頼
政
の
「
こ
れ
聞
け
や
」

な
ど
の
系
統
で
あ
る
。
此
等
の
御
製
は
、
歌
と
し
て
の
値
う
ち
は
別
と
し
て
、

長
い
陣
痛
の
後
に
発
生
す
る
は
ず
の
文
学
様
式
を
、
わ
り
に
た
や
す
く
暗
示

せ
ら
れ
た
。
併
し
此
が
、
一
時
の
試
み
と
し
て
過
ぎ
た
の
は
惜
し
か
つ
た
。

新
古
今
の
同
人
等
の
、
道
ぐ
さ
に
行
き
は
ぐ
れ
た
正
し
い
道
は
、
玉
葉
の
為

兼
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
具
体
化
せ
ら
れ
た
。
併
し
、
後
鳥
羽
院
の
、
或
は
無
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意
識
に
追
求
し
て
居
ら
れ
た
所
の
口
語
脈
の
歌
は
、
其
ま
ゝ
に
絶
え
て
了
う

た
。
此
が
順
調
に
育
て
ば
、
な
げ
ぶ
し
　
　
の
古
い
物
　
　
な
ど
よ
り
も
、

も
つ
と
正
格
な
文
学
様
式
と
し
て
の
、
新
詩
形
が
出
来
た
か
も
知
れ
な
い
。

為
兼
に
完
成
し
た
態
度
は
、
遥
か
後
、
明
治
大
正
に
到
つ
て
、
更
に
正
し
く

実
生
活
を
裏
打
ち
に
し
た
。
経
信
や
俊
成
、
俊
慧
や
為
兼
等
の
理
想
し
た
ら

し
い
境
地
は
、
も
つ
と
深
く
細
や
か
に
開
拓
せ
ら
れ
た
。
さ
う
し
て
、
短
歌

の
本
質
の
限
界
で
出
来
る
限
り
の
、
変
化
は
し
た
様
に
見
え
る
。
併
し
、
口

語
発
想
に
よ
る
様
式
は
、
今
に
お
き
、
成
立
し
て
は
居
な
い
。
５
７
５
７
７

の
形
に
、
口
語
律
を
妥
協
さ
せ
、
個
性
の
新
し
い
姿
を
折
り
枉ま
げ
て
居
る
。

後
鳥
羽
院
の
時
代
よ
り
も
、
遥
か
に
、
短
歌
律
と
口
語
律
と
は
別
れ
て
来
て

ゐ
る
今
日
に
、
か
う
し
た
試
み
は
望
み
が
な
い
。
若も
し
、
院
の
此
方
面
の
為
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事
が
完
成
し
て
ゐ
た
ら
、
わ
り
に
順
調
に
進
ん
で
来
た
ら
う
に
と
思
ふ
。

事
実
、
院
ほ
ど
、
本
質
的
に
し
ら
べ
を
口
語
脈
に
し
、
発
想
法
を
ば
あ
る
程

度
ま
で
変
化
せ
し
め
た
歌
人
は
、
明
治
大
正
の
新
歌
人
の
間
に
も
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
此
試
み
の
、
試
み
と
し
て
終
つ
た
事
は
、
後
鳥
羽
院
の
態
度
に

よ
る
の
で
あ
る
。
出
来
心
か
ら
の
享
楽
作
物
と
し
て
作
ら
れ
た
の
に
過
ぎ
な

か
つ
た
。
其
に
、
度
を
越
し
た
趣
味
の
広
さ
が
、
こ
ん
な
点
に
ば
か
り
、
渋

滞
さ
せ
て
ゐ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
も
、
文
学
史
上
の
あ
の
時
代
の
事

情
か
ら
見
る
と
、
院
の
行
く
べ
き
歌
風
は
、
茲ここ
に
あ
つ
た
の
だ
と
思
は
れ
る
。

後
鳥
羽
院
の
性
格
と
時
代
の
好
み
と
は
、
院
の
努
力
と
執
著
と
で
新
古
今
ま

で
は
、
引
き
づ
り
揚
げ
ら
れ
て
来
た
。
併
し
、
玉
葉
集
に
達
す
る
ま
で
に
、

時
代
は
背
い
て
了
つ
た
。
其
は
承
久
の
事
変
が
あ
つ
た
為
ば
か
り
で
は
な
い
。
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後
鳥
羽
院
御
一
人
の
為
事
と
し
て
、
静
か
に
個
性
を
貫
い
て
行
か
れ
た
ら
、

行
き
つ
い
た
は
ず
の
も
の
で
あ
つ
た
の
に
、
あ
ま
り
に
道
伴
れ
が
多
き
に
過

ぎ
た
の
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
御
自
身
す
ら
も
、
自
ら
拍
子
を
と
つ
た
声
の
波

の
て
に
溺
れ
て
、
あ
ら
ぬ
方
へ
〳
〵
と
抜
き
手
を
き
つ
て
居
ら
れ
た
。
さ
う

し
て
、
ひ
よ
つ
と
首
を
擡
げ
た
処
に
、
偶
然
あ
つ
た
新
し
い
島
に
上
つ
た
か

と
見
る
中
、
再
、
復また
波
を
潜
か
れ
た
。

文
学
朋
党
が
、
一
人
の
為
に
率
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
時
は
、
常
に
、
正
し
い
道
を

失
ふ
。
後
鳥
羽
院
は
盟
主
と
し
て
、
そ
の
朋
党
の
間
に  

醞    

釀  

う
ん
ぢ
や
う

せ
ら
れ
た

潮
流
に
、
第
一
義
の
素
質
的
創
作
動
機
を
落
さ
れ
た
。
さ
う
し
て
、
第
二
義

以
下
の
趣
味
や
、
一
時
的
な
興
奮
を
、
逐
ひ
続
け
て
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
う
し
て
、
其
盲
動
か
ら
達
し
た
と
こ
ろ
も
、
一
つ
の
文
学
の
新
し
い
処
女
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地
で
は
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
追
随
者
の
向
ふ
方
角
に
気ケ
ど
ら
れ
て
、
自
ら
亦

踵
を
返
さ
れ
た
。
盲
動
で
あ
つ
た
が
為
に
、
群
行
の
中
で
、
静
か
に
一
個
の

芸
術
を
絞
り
出
す
思
案
を
す
る
間
が
な
か
つ
た
の
だ
。

西
行
は
、
と
も
か
く
も
個
性
に
徹
し
た
文
学
を
生
ん
だ
。
其
は
、
根
本
的
に

多
少
の
拗
曲
を
含
ん
で
ゐ
た
が
、
何
に
し
て
も
、
江
戸
に
到
る
ま
で
、
隠
者

階
級
の
生
活
態
度
に
、
一
つ
の
規
範
を
加
へ
た
。
芭
蕉
は
、
彼
の
作
物
か
ら

わ
ら
ひ
と
わ
び
し
さ
と
を
、
と
り
こ
ん
だ
。
さ
う
し
て
芭
蕉
自
身
の
絶
え
間

な
い
文
学
的
死
と
、
復
活
と
に
よ
つ
て
、
完
全
に
主
義
と
し
、
態
度
と
し
た
。

さ
う
し
て
其
影
響
を
、
国
民
の
生
活
情
調
に
滲
み
入
ら
せ
た
。
孤
独
に
し
て

悲
劇
精
神
を
持
ち
こ
た
へ
て
行
つ
た
西
行
の
為
事
は
、
芭
蕉
の
主
義
宣
布
以

前
に
、
近
世
日
本
の
正
し
い
芸
術
傾
向
と
見
做
さ
れ
て
ゐ
る
心
境
を
つ
く
り
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あ
げ
て
ゐ
た
。
西
行
既
に
主
義
態
度
を
思
ひ
到
ら
な
い
で
も
、
実
感
と
個
性

と
に
徹
す
る
事
に
よ
つ
て
、
実
現
し
て
ゐ
た
。

勿
論
西
行
と
て
も
、
態
度
と
し
て
、
幽
玄
主
義
を
と
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

け
れ
ど
も
、
其
素
質
が
、
真
の
寺
家
風
で
な
く
、
堂
上
風
に
も
向
か
ぬ
わ
び

し
が
り
と
う
き
世
知
り
で
あ
つ
た
。
其
事
が
、
却
つ
て
思
は
ぬ
方
向
で
、
幽

玄
は
、
神
秘
で
も
な
く
、
妙
不
可
説
で
も
な
い
事
を
証
明
す
る
作
品
を
生
ん

だ
。
自
然
に
持
つ
た
様
な
理
会
で
、
人
に
も
対
し
て
ゐ
た
。
自
然
其
物
に
向

つ
て
も
、
人
に
対
す
る
如
き
博
い
心
と
、
憐
み
と
を
持
つ
こ
と
を
得
た
。
俊

成
の
「
鶉
な
く
な
り
」
の
歌
は
、
其
か
み
俊
慧
法
師
の
加
へ
た
批
判
を
、
今

も
変
へ
る
事
の
出
来
な
い
弱
点
を
備
へ
て
ゐ
る
。
「
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け

り
」
の
定
家
の
自
讃
歌
も
「
浦
の
苫
屋
」
又
は
「
秋
の
夕
ぐ
れ
」
の
語
の
持
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つ
歌
枕
式
の
、
知
識
感
銘
を
忘
却
し
た
後
世
で
は
、
ど
う
心
持
ち
を
調
節
し

て
も
、
野
狐
禅
衆
の
幻
と
し
か
見
え
な
い
。

「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
」
も
、
そ
の
一
類
の
主
義
か
ら
生

れ
た
文
学
で
あ
る
。
が
、
西
行
と
し
て
見
れ
ば
、
活
路
は
あ
る
。
「
心
あ
ら

む
人
に
見
せ
ば
や
」
の
本
歌
の
「
津
の
国
の
難
波
わ
た
り
の
春
の
眺
め
」
を

見
た
時
、
自
分
の
外
に
も
話
せ
る
相
手
を
思
う
た
本
歌
に
、
敬
虔
な
気
持
ち

で
対
し
た
の
で
あ
る
。
能
因
が
歌
枕
を
書
い
た
　
　
？
　
　
時
代
と
、
西
行

の
時
勢
と
で
は
「
心
あ
り
」
と
い
ふ
語
の
用
語
例
も
非
常
に
変
化
し
た
。
抽

象
化
せ
ら
れ
、
理
想
化
せ
ら
れ
た
其
内
容
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
ほ
り
で
あ

る
。
西
行
自
身
な
ど
を
典
型
的
な
も
の
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
生
活
情
調
を

意
味
す
る
事
に
な
つ
て
来
た
。
「
心
あ
る
」
状
態
が
「
あ
は
れ
知
る
」
心
境
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を
中
心
に
し
て
「
い
ろ
好
み
」
の
情
趣
と
、
段
々
離
れ
か
け
て
ゐ
た
の
だ
。

王
朝
末
に
寺
家
の
作
風
か
ら
導
か
れ
た
新
し
い
文
学
態
度
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
「
心
な
き
…
…
」
と
言
う
て
も
、
反
語
を
含
ん
だ
遠
慮
を
表
す
意
味

の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
春
の
け
し
き
其
他
か
ら
刺
衝
せ
ら
れ
て
「
心
あ
る
」

状
態
に
入
る
事
の
出
来
ぬ
我
か
ら
も
、
感
じ
る
事
が
出
来
る
。
わ
び
し
さ
・

寂
し
さ
を
思
ひ
沁
ま
せ
る
風
物
の
味
ひ
を
、
概
念
式
に
知
る
事
が
出
来
る
と

言
ふ
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
「
こ
ゝ
ろ
」
が
ど
う
い
ふ
風
に
、
新
古
今
の
作

風
に
触
れ
て
行
つ
た
か
を
示
す
為
に
、
私
と
し
て
の
解
説
を
加
へ
て
置
か
う
。

人
里
遠
い 

山  

沢 

ヤ
マ
サ
ハ

で
、
身
に
近
く
鴫シギ
の
み
立
つ
て
は
ま
た
立
つ
。
此
ば
か
り

が
聞
え
る
音
な
る
、
夕
ぐ
れ
の
水
際
に
来
て
ゐ
る
自
分
だ
。
ま
だ
純
粋
な
内

界
の
事
実
と
は
な
ら
な
い
外
的
情
趣
。
其
だ
け
は
、
古
人
た
ち
の
言
ふ
所
が
、
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此
だ
な
と
ま
で
は
直
観
が
起
つ
て
来
る
。
か
う
し
た
事
が
、
少
し
誇
張
せ
ら

れ
て
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

「
鴫
た
つ
沢
」
の
、
地
名
で
な
い
と
言
ふ
説
が
、
有
力
に
な
つ
て
居
る
。
け

れ
ど
も
、
歌
枕
の
上
の
固
有
名
詞
と
言
ふ
物
ほ
ど
、
あ
や
ふ
や
な
も
の
は
な

い
。
一
度
歌
の
上
に
有
力
に
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
は
、
歌
枕
と
な
り
得
た
の
で

あ
る
。
歌
枕
に
入
れ
ば
、
実
景
を
背
景
に
し
て
固
有
名
詞
感
を
持
た
せ
る
様

に
な
る
。
鴫
た
つ
沢
の
風
色
を
思
ひ
浮
べ
る
と
同
時
に
、
歌
枕
な
る
が
故
の

地
名
的
理
会
が
、
人
々
の
気
分
に
起
つ
た
の
で
あ
る
。
土
地
と
し
て
は
優
雅

な
固
有
名
詞
を
持
ち
、
幻
影
と
し
て
伴
ふ
は
、
其
沢
の
名
に
負
ふ
寂
し
い
鴫

た
つ
様
で
あ
る
。
此
関
係
は
、
誹
諧
・
発
句
の
季
題
の
効
果
同
様
で
あ
つ
て
、

其
導
き
を
為
す
も
の
で
あ
つ
た
の
だ
。
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か
う
し
た
幻
影
を
被
つ
た
か
う
し
た
土
地
に
、
秋
の
夕
ぐ
れ
、
孤
影
を
落
し

て
立
つ
様
を
も
思
ふ
事
の
出
来
た
当
代
の
人
に
は
、
心
な
き
身
と
い
ふ
語
も
、

決
し
て
反
語
と
は
と
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
俊
慧
に
言
は
せ
れ
ば
「
知
ら

れ
け
り
」
が
「
野
べ
の
秋
風
身
に
沁
み
て
」
同
様
の
見
方
か
ら
「
腰
の
句
し

た
ゝ
か
に
言
ひ
据
ゑ
た
り
。
あ
は
れ
乏
し
」
と
で
も
言
ふ
だ
ら
う
。
け
れ
ど

も
此
歌
、
西
行
は
や
は
り
時
代
的
文
学
態
度
か
ら
、
極
め
て
自
然
に
作
り
成

し
た
の
で
、
近
世
の
人
の
考
へ
る
様
な
こ
け
お
ど
し
風
な
考
へ
は
、
ま
じ
へ

な
か
つ
た
ら
う
。

後
鳥
羽
院
は
、
心
あ
る
方
で
あ
つ
た
。
併
し
其
は
、
前
代
の
用
語
例
に
入
る

も
の
で
あ
る
。
当
代
の
用
法
で
は
、
も
う
完
全
な
「
心
あ
る
」
も
の
で
は
な

か
つ
た
。
西
行
等
の
作
物
を
中
心
と
し
て
見
ら
れ
る
「
こ
ゝ
ろ
」
は
、
い
ろ
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ご
の
み
に
添
へ
る
一
種
の
匂
ひ
と
し
て
、
と
り
込
ま
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
恋

愛
の
孤
独
観
や
、
風
物
の
唆
る
哀
愁
、
か
う
し
た
方
面
に
、
影
響
が
来
た
。

孤
独
で
あ
つ
て
も
か
そ
か
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
悲
し
く
て
も
、
涙
に
誇

り
を
感
じ
る
廃
頽
味
を
持
つ
て
ゐ
た
。
此
が
一
脈
の
糸
筋
を
、
前
代
以
来
の

雑
芸
・
小
唄
と
引
く
、
閨
怨
の
あ
は
れ
さ
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
、
心
あ
る
方

に
進
ま
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
前
代
の
、
い
ろ
ご
の
み
・
も
の
ゝ
あ
は
れ
を

知
る
と
言
ふ
内
容
に
入
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
院
の
如
き
は
、
平
安
中
期
な

ら
ば
、
典
型
的
な
心
あ
る
人
で
あ
つ
た
は
ず
だ
。
が
、
後
鳥
羽
院
は
、
寧
、

太
み
に
徹
し
、
た
け
あ
る
作
物
と
生
活
と
を
、
極
点
ま
で
貫
か
れ
た
ら
よ
か

つ
た
の
で
あ
る
。
独
り
思
ふ
境
涯
に
立
つ
か
、
或
は
素
質
が
さ
う
だ
つ
た
な

ら
、
群
集
の
中
に
ゐ
て
も
、
孤
独
を
感
じ
得
た
で
あ
ら
う
。
が
、
院
に
は
、
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さ
う
し
た
悲
劇
的
精
神
は
、
此
隠
岐
本
を
抄
し
て
居
ら
れ
る
間
に
も
、
や
は

り
徹
底
し
て
は
、
起
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

或
は
思
ふ
。
大
き
な
永
遠
の
意
志
が
あ
つ
て
、
至
尊
風
の
歌
風
を
貫
か
さ
う

と
言
ふ
方
に
、
院
を
向
け
て
ゐ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
真
の
こ
ゝ
ろ
を
、
至

尊
族
伝
来
の
太
み
か
ら
拓
か
せ
よ
う
、
と
企
て
ゝ
居
た
も
の
と
思
ひ
見
る
こ

と
も
出
来
よ
う
。
あ
る
畏
し
い
驚
く
べ
き
時
運
の
退
転
を
促
し
て
、
享
楽
生

活
か
ら
一
足
飛
び
に
、
孤
独
を
思
ひ
沁
み
得
る
、
沖
つ
国
に
据
ゑ
奉
つ
た
の

か
も
計
り
が
た
か
つ
た
。
で
も
、
院
の
持
た
れ
た
太
み
は
、
あ
ま
り
に
享
楽

の
色
合
ひ
を
帯
び
て
ゐ
た
。
院
に
於
て
、
此
等
の
調
和
は
、
廃
頽
主
義
の
韜

晦
味
を
基
礎
と
し
て
ゐ
る
様
な
形
を
と
つ
た
。
若
し
、
後
鳥
羽
院
が
、
至
尊

風
の
気
稟
の
上
に
、
真
の
孤
独
の
境
涯
を
拓
か
れ
た
と
し
た
ら
、
さ
う
し
た
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民
謡
風
な
末
梢
的
興
味
や
、
新
古
今
の
健
全
な
成
長
身
た
る
玉
葉
集
な
ど
に

も
止
つ
て
は
居
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

や
ま
と
た
け
る
の
尾
津
崎
に
忘
れ
置
い
た
十
束
劔
は
、
時
を
経
て
も
、
一
つ

松
の
枝
に
、
さ
な
が
ら
に
残
つ
て
ゐ
た
。
「
尾
津
崎
な
る
一
つ
松
あ
せ
を
」

の
歌
は
、
古
代
人
の
理
想
的
人
格
に
の
み
考
へ
た
、
無
碍
孤
独
の
境
涯
か
ら

出
た
物
で
あ
つ
た
。
朗
ら
か
で
、
こ
だ
は
り
の
な
い
、
英
雄
一
人
の
外
に
は
、

行
く
人
の
な
い
天
地
で
あ
つ
た
。
西
行
か
ら
芭
蕉
へ
伝
つ
た
こ
ゝ
ろ
は
、
自

然
主
義
上
の
普
遍
性
で
あ
つ
た
。
忘
れ
て
ゐ
た
共
通
を
、
と
り
出
す
も
の
で

あ
る
。
効
果
は
謂
は
ゞ
、
平
面
的
の
拡
り
を
持
つ
。
此
に
対
し
て
、
人
生
に

新
し
い
真
理
の
附
加
せ
ら
れ
る
も
の
ゝ
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
謂
は
ゞ
、
垂
直

的
に
我
等
の
生
活
を
引
き
上
げ
て
行
く
、
と
言
つ
た
態
度
の
文
学
が
、
現
れ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
文
学
論
や
審
美
学
は
、
壮
大
な
美
を
空
想
し

て
来
た
。
而
も
、
彼
等
は
個
性
以
外
に
、
境
涯
と
伝
統
と
が
、
壮
美
を
表
す

要
件
で
あ
る
事
を
考
へ
落
し
て
ゐ
る
。
至
尊
族
の
太
み
の
文
学
が
、
其
適
例

で
あ
る
事
な
ど
は
、
勿
論
顧
み
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
。

や
ま
と
た
け
る
或
は
、
大
国
主
・ 

大 

鷦 

鷯 

オ
ホ
サ
ヾ
キ

天
皇
・  

大 

長 

谷 

稚 

武  

オ
ホ
ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル

天
皇

に
仮
託
し
た
文
学
は
、
所
謂
美
的
生
活
に
徹
し
た
寂
し
さ
、
英
雄
の
み
が
痛

感
す
る
幽かそ
け
さ
を
表
し
て
ゐ
た
。
私
は
、
此
院
が
か
う
し
た
無
碍
光
明
の
無ム

期ゴ
の
寂
寥
の
土
に
、
た
け
び
を
あ
げ
ら
れ
ず
に
し
ま
う
た
事
を
残
念
に
思
ふ
。

や
ま
と
心
の
内
容
も
、
平
安
王
朝
で
は
既
に
、
変
化
し
過
ぎ
て
居
た
。
此
君

子
理
想
の
素
質
は
、
実
に
い
ろ
好
み
と
同
一
内
容
を
持
つ
て
居
た
。
而
も
、

女
房
か
ら
隠
者
へ
と
お
し
移
つ
た
、
文
壇
の
中
心
潮
流
は
、
此
意
と
嫉
み
と
、

111



 
失  

恋 
フ
ル
サ
レ

と
を
、
ど
う
整
理
し
て
行
く
か
と
い
ふ
事
を
、
主
題
と
し
て
ゐ
た
。

而
も
、
隠
者
の
文
学
は
、
常
に
社
会
に
対
し
て
、
優
越
感
を
持
つ
て
ゐ
た
。

は
ぐ
ら
か
し
と
、
苦
笑
と
を
以
て
、
一
貫
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
あ
き
ら
め

は
ま
だ
よ
い
。
世
人
に
向
つ
て
、
無
責
任
な
人
生
観
を
強
ひ
も
し
た
。
芸
謡

・
民
謡
或
は
、
文
学
作
物
が
、
此
態
度
か
ら
生
れ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
し
て

も
、
廃
頽
味
を
深
く
し
な
い
は
ず
は
な
か
ら
う
。
新
古
今
と
後
鳥
羽
院
の
作

物
が
、
愈
進
ん
で
益
ま
す
ま
す廃
頽
趣
味
に
近
づ
い
た
理
由
は
、
今
ま
で
の
長
談
義
の

中
心
に
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
即
、
女
房
か
ら
隠
者
へ
進
み
入
つ
た
世

の
姿
が
、
其
ま
ゝ
新
古
今
及
び
遠
島
抄
並
び
に
、
後
鳥
羽
院
以
下
の
作
物
の

文
因
を
な
し
た
の
で
あ
つ
た
。
遠
島
抄
と
い
ふ
名
、
実
は
、
後
鳥
羽
院
口
伝

と
称
す
る
歌
学
書
の
異
名
な
の
を
こ
ち
ら
へ
移
し
用
ゐ
る
方
が
寧
よ
い
。
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七
　
遠
島
抄
の
価
値
　
一
部
抄
出

隠
岐
本
新
古
今
集
の
価
値
は
、
三
矢
先
生
と
武
田
と
の
解
説
に
見
え
る
様
に
、

新
古
今
集
の
成
立
に
細
や
か
な
見
方
を
授
け
て
ゐ
る
。
こ
ゝ
に
も
文
学
史
と

の
離
れ
ぬ
関
係
の
あ
る
こ
と
は
、
勿
論
で
あ
る
。
所
謂
隠
岐
本
は
、
正
確
に

は
「
新
古
今
抄
」
を
含
ん
だ
「
新
古
今
集
」
の
最
善
本
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院

蒙
塵
前
の
最
終
の
姿
を
伝
へ
た
、
謂
は
ゞ
決
定
版
　
　
版
で
は
な
い
が
　
　

と
も
見
る
べ
き
も
の
に
、
更
に
遠
島
抄
（
仮
り
に
名
づ
け
る
）
を
得
て
書
き

込
ん
だ
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
流
布
本
新
古
今
に
対
す
る
穏
岐
本
関
係
と
同

様
、
隠
岐
本
の
中
か
ら
、
遠
島
抄
を
独
立
さ
せ
て
考
へ
て
見
る
事
が
、
大
切
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で
あ
る
。
隠
岐
本
か
ら
は
、
新
古
今
集
選
者
個
人
の
態
度
・
標
準
・
鑑
識
な

ど
が
大
体
窺
は
れ
る
。
其
処
か
ら
、
あ
る
選
者
の
批
評
家
と
し
て
の
態
度
の

由
来
す
る
所
な
る
、
作
者
と
し
て
の
傾
向
・
内
生
活
を
、
も
つ
と
よ
く
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
今
一
つ
、
時
代
全
体
の
理
想
・
主
義
・
趣
向
が
見
ら
れ
る

様
な
こ
と
も
あ
る
。

遠
島
抄
で
は
、
後
鳥
羽
院
の
、
わ
り
に
拘
束
の
な
い
鑑
賞
が
窺
は
れ
る
。
し

か
も
隠
岐
本
全
体
と
比
較
し
て
行
く
と
、
態
度
の
遷
移
は
、
あ
る
点
ま
で
現

れ
て
来
る
。
か
う
し
た
遠
島
抄
と
、
定
家
撰
進
の
新
勅
撰
集
と
を
比
べ
て
見

る
と
、
お
な
じ
新
古
今
集
を
出
て
、
ど
う
い
ふ
道
筋
を
通
つ
て
岐
れ
て
行
つ

た
か
ゞ
考
へ
ら
れ
る
。
定
家
は
、
後
に
新
古
今
の
技
巧
を
あ
る
点
ま
で
超
脱

す
る
事
が
出
来
た
の
か
、
其
と
も
以
前
は
、
時
流
を
逐
う
て
其
を
顕
さ
な
か
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つ
た
の
か
、
此
は
ど
ち
ら
も
見
ら
れ
る
。
拾
遺
愚
草
を
見
る
と
、
無
技
巧
に

近
い
物
や
、
平
俗
に
陥
つ
た
も
の
が
、
年
齢
に
関
係
な
く
交
つ
て
ゐ
る
。
だ

が
、
新
勅
撰
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
為
家
以
後
の
二
条
伝
統
は
勿
論
、
冷
泉

派
の
、
等
し
く
標
準
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
定
家
晩
年
の
歌
風
で
あ
る
。
そ
し

て
其
が
、
後
世
堂
上
派
の
無
感
激
な
物
に
移
つ
て
行
つ
た
の
を
考
へ
合
せ
る

と
、
定
家
は
可
な
り
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
其
は
、
彼
の
教
へ
を
受
け
る
様

に
な
つ
た
新
興
階
級
の
武
家
の
知
識
・
素
養
の
劣
つ
た
理
会
・
発
想
に
相
応

す
る
様
に
努
め
た
所
か
ら
も
来
た
で
あ
ら
う
。
と
も
か
く
も
、
王
朝
末
に
起

つ
た
基
俊
以
来
の
平
俗
主
義
に
戻
つ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

遠
島
抄
の
態
度
を
見
る
に
は
、
棄
て
ら
れ
た
歌
や
、
切
り
込
ま
れ
た
歌
の
側

か
ら
、
は
ひ
つ
て
行
け
ば
よ
い
。
ま
づ
、
伝
説
的
に
名
高
い
歌
、
或
は
一
世
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に
騒
が
れ
た
な
ど
い
ふ
物
に
向
つ
て
、
よ
ほ
ど
批
評
が
解
放
せ
ら
れ
て
来
て

ゐ
る
。
次
に
、
あ
る
主
義
や
傾
向
に
隠
れ
て
、
何
で
も
な
く
て
、
過
当
に
評

価
せ
ら
れ
て
来
た
物
や
、
空
虚
な
内
容
を
、
お
ほ
ま
か
に
見
え
る
無
感
激
な

調
子
で
表
し
た
も
の
な
ど
が
、
却
け
ら
れ
て
来
た
。
平
俗
な
あ
て
こ
み
や
、

弛
ん
だ
調
子
な
ど
が
、
明
ら
か
な
截
り
出
し
の
標
準
に
な
つ
て
ゐ
る
。

院
に
と
つ
て
は
、
技
巧
は
全
生
命
で
あ
つ
た
。
技
巧
の
動
力
た
る
し
ら
べ
が
、

歌
の
全
体
で
あ
つ
た
。
遠
島
抄
に
な
つ
て
も
、
さ
う
し
た
方
面
に
異
色
を
持

つ
物
は
、
出
来
る
限
り
保
存
せ
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
其
に
、
新
古
今
時
代
か

ら
著
し
く
見
え
た
傾
向
は
、
古
典
的
な
興
味
の
、
薄
く
な
つ
て
ゐ
る
事
で
あ

る
。
小
唄
式
の
技
巧
や
、
音
律
な
ど
が
と
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ

た
。
枕
詞
・
序
歌
は
、
必
し
も
喜
ば
れ
ず
、
本
歌
も
、
技
巧
の
本
流
で
は
な

116女房文学から隠者文学へ



く
な
り
は
じ
め
て
来
た
。
縁
語
の
勢
力
は
、
し
ら
べ
に
交
渉
が
尠
い
処
か
ら
、

大
し
た
問
題
に
な
ら
な
く
な
つ
た
。
か
け
詞
は
、
調
子
の
曲
折
を
作
る
と
共

に
、
意
義
の
快
い
転
換
と
、
切
迫
と
を
起
し
、
自
ら
外
形
に
も
緊
張
感
を
来

す
。
此
意
味
に
於
て
、
其
新
味
の
あ
る
物
は
、
愈
喜
ば
れ
る
様
に
な
つ
て
行

つ
た
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
傾
向
は
、
新
古
今
集
各
本
に
通
じ
て
言
へ
る
こ

と
で
も
あ
る
が
、
遠
島
抄
の
中
心
態
度
は
、
茲
に
在
る
の
で
あ
る
。

其
は
、
耳
か
ら
す
る
芸
謡
・
民
謡
類
の
、
雑
多
な
影
響
の
あ
る
事
は
勿
論
で

あ
る
が
、
目
か
ら
入
る
文
を
読
む
時
に
起
る
、
音
律
感
か
ら
も
来
て
ゐ
る
。

私
は
、
連
歌
に
詠
ま
れ
る
人
事
や
、
歌
詞
な
ど
か
ら
、
主
と
し
て
導
か
れ
て

ゐ
る
様
に
思
ふ
。
王
朝
末
か
ら
段
々
、
た
け
の
意
識
が
明
ら
か
に
な
つ
て
来

て
ゐ
た
の
を
、
新
古
今
で
極
度
に
、
其
を
伸
し
た
結
果
、
近
代
的
感
覚
を
喜
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ば
す
様
な
し
ら
べ
を
欲
す
る
様
に
な
つ
て
、
茲
ま
で
行
き
著
い
た
も
の
と
思

ふ
。
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